
2 00 8
、

M A R C H 、

道路行政セミナー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

I 目 次 ｣
エッセイ 進化する道の駅 ………………………………… 芥川麻実子 1

蛔特集囲 道路整備費の財源等の特例に関する法律の一部を改正する法律案について◆萱窒

道路整備費の財源等の特例に関する法律の
.…… . 道路局路政課 6

一部を改正する法律案について

皿特集騙 高速自動車国道の路線を指定する政令の】部を改正する政令ついて {

高速自動車国道の路線を指定する政令の
…… ,. 道路局路政課 フ

一部を改正する政令について

｢ P a s a r 幕張｣ のオープンとサービスエリア事業の取組み ･･ 東日本高速道路鰈) 15

凹…補助事業等予算実務講座Q & A …- …………………… ･濱 悦 二 2 1

道路占用Q & A
占用許可‘附する条件について ………………………… 溝雙婦背離肇 24

嶬 圓 跡 神奈川県型木製ガードレール｣ の開発について … 小山 真生 "~ やさしい道路景観の創出と間伐材の需要拡大を目指して~

訴訟事例紹介
路面排水が民有地に設けられた排水管に流入している場合の
当該排水管の管理主体、道路管理瑕疵が争われた事例① … 青柳 敬 直 3 5
一県道脇民有地排水管に係る損害賠償請求事件 -

連載 道と人 びと(その 3 ) 使徒パウロの伝道 ……………… 三木 克 彦 4 1

　　　　　 　 　　
朝顕毯彊鶴鍼寮費爺幇鷲溌騙さ(山梨県).."::" ::::瓢腕霊。
連覇ソ社会尭鹸
西条市のまちづくりの活性化への取組み ………………… ･藤田 雅 弘 5 2

-遭賭眺報センターからのお知らせ -
平成 20年 4月号から誌面を一層充実させた“新" 『道路行政セミナー｣ がスタート … … ･･ 6 0

時 ･ 時 ･ 時 …………………………………………

盆0 0フ年度既刊号目次 ……………………………… ･･

" ‐…‐･ 6 3

…‐…‐･ 6 5

鬮鬘きき 』曲錮遷議轤鬘窪轤銭盤熟とて、



進
化
す
る
適
の
駅道

の
駅
｢八
王
子
滝
山
｣
駅
長

芥
川

麻
実
子

｢私
は
日
本
の
高
速
道
路
に
つ
い
て
は
、
知
識
も
何
も
あ
り
ま
せ

ん
し
、
お
役
に
た
て
る
と
は
思
え
ま
せ
ん
｣
。

｢
い
い
え
、
先
般
自
動
車
の
業
界
誌
に
お
書
き
に
な
っ
て
い
た
エ

ッ
セ
イ
に
あ

っ
た
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
の
ク
ル
マ
社
会
の
実
態
や
、

ユ
ー
ザ
ー
と
し
て
の
ご
意
見
を
い
た
だ
け
れ
ば
よ
ろ
し
い
の
で

す
｣
。
言
わ
れ
て
み
れ
ば
、
ク
ル
マ
と
道
路
を
中
心
に
、
四
年
ほ
ど
住

ん
だ
ア
メ
リ
カ
西
海
岸
で
の
暮
ら
し
ぶ
り
を
、
お
も
し
ろ
お
か
し

く
エ
ッ
セ
イ
に
書
い
た
ば
か
り
だ
。
し
か
も
、
ど
う
や
ら
担
当
者

は
女
性
委
員
の
選
定
に
苦
慮
し
て
い
る
様
子
で
あ
る
。

｢お
引
き
受
け
い
た
し
ま
す
｣
。

こ
の
ひ
と
言
が
、
私
の
人
生
を
大
き
く
変
え
る
き
っ
か
け
と
な

っ
た
の
で
あ
る
。

ハ
イ
ウ
ェ
イ
懇
談
会
で
の
座
長
で
あ
る
宮
川
公
男
先
生

(当
時

一
橋
大
学
経
営
学
教
授
)
の
て
い
ね
い
な
ご
指
導
、
委
員
同
士
の

活
発
な
意
見
交
換
、
ま
た
見
事
に
計
画
さ
れ
た
視
察
会
に
よ
り
、

｢
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
せ
｣
｢あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
｣
｢ま

た
お
越
し
下
さ
い
｣
。
私
は
お
客
様
に
深
く
お
辞
儀
を
す
る
。
道

の
駅
の
駅
長
に
な
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
と
き
、
ま
っ
先
に
思
い
つ

い
た
の
は
、
｢お
も
て
な
し
の
心
｣
と
い
う
言
葉
。
清
清
し
く
、

清
ら
か
で
、
清
潔
な
施
設
の

｢清
｣
、
真
実
、
真
剣
、
真
心
の

｢真
｣
、
｢清
真
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
｣
と
い
う
想
い
も
掲
げ
た
。
｢
お

嬢
様
育
ち
だ
か
ら
｣
、
｢き
っ
と
名
誉
駅
長
だ
ろ
う
｣
と
い
う
声

が
、
私
の
う
し
ろ
で
さ
さ
や
か
れ
た
。
｢綺
麗
ご
と
だ
け
、
な
ら

べ
て
い
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
。
私
自
身
が
や
っ
て
み
せ
る
｣
。

趣ツセイ1
高
速
道
路
に
は
ま
る
ー

突
然
、
八
王
子
か
ら
連
絡
を
受
け
た
。
二
十
数
年
前
の
こ
と
で

あ
る
。

｢八
王
子
に
あ
る
日
本
道
路
公
団
第
三
管
理
局
で
、
ハ
イ
ウ
ェ
イ

懇
談
会
を
組
織
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
つ
き
ま
し
て
は
、
懇

談
会
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
｣
。



私
は
ぐ
ん
ぐ
ん
道
路
に
引
き
込
ま
れ
て
い
く
の
を
感
じ
て
い
た
。

し
か
し
、
委
員
会
の
場
で
配
ら
れ
る
紙
爆
弾
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど

の
資
料
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
、
チ
ラ
シ
の
類
に
は
、
正
直
、
辞
易
し

て
い
た
。
こ
れ
で
は
、
高
速
道
路
に
身
も
心
も
さ
さ
げ
て
い
る
人

た
ち
の
思
い
が
伝
わ
ら
な
い
、
私
が
接
し
て
い
る
高
速
道
路
の

人
々
の
温
か
な
ハ
ー
ト
を
何
と
か
表
現
し
た
い
と
思
う
よ
う
に
な

っ
た
。
そ
し
て
間
も
な
く
チ
ャ
ン
ス
が
訪
れ
た
。
日
本
道
路
公
団

の
事
業
概
要
の
制
作
コ
ン
ペ
に
勝
ち
抜
い
た
の
だ
。

概
要
で
も
な
い
、
ガ
イ
ド
で
も
な
い
、
タ
イ
ト
ル
は

｢げ
ん
き

道
路
｣
。
表
紙
は
、
道
路
の
セ
ン
タ
ー
ラ
イ
ン
を
泳
ぐ
人
が
い
る
、

ア
メ
リ
カ
人
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品
。
こ

こ
で
私
は
高
速
道
路
の
P
R
の
世
界
に
は
ま
っ
た
。

そ
の
後
も
高
速
道
路
の
広
報
･
広
告
･
調
査
報
告
提
案
書
制
作

な
ど
の
仕
事
、
ま
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
も
企
画

･
実
施
し
た
。

カ
リ
ブ
海
に
浮
か
ぶ
バ
J
ジ
ン
諸
島
か
ら
や
っ
て
き
た
、
こ
ど

も
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
、
地
元
の
こ
ど
も
た
ち
の
演
奏
交
流
会
を
、

東
名
で
は
足
柄
、
中
央
で
は
談
合
坂
、
東
北
で
は
佐
野
の
サ
ー
ビ

ス
エ
リ
ア
で
開
催
し
、
そ
の
模
様
は
C
N
N
を
通
し
て
世
界
中
に

報
道
さ
れ
た
。

ま
た
、
交
通
を
テ
ー
マ
に
道
路
を
飛
び
出
し
て
、
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
の
運
河
の
歴
史
と
実
態
を
現
地
で
取
材
し
、
高
速
道
路
の
広
報

誌
に
発
表
し
た
。
そ
う
こ
う
し
て
い
る
う
ち
に
、
私
は
メ
デ
ィ
ア

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
交
通
評
論
家
と
よ
ば
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

の
で
あ
る
。

I
東
京
都
内
初
･
初
の
都
市
型
の

｢道
の
駅
｣
l

道
の
駅

｢八
王
子
滝
山
｣
は
、
東
京
初
の
道
の
駅
で
あ
り
、
初

の
都
市
型
道
の
駅
と
い
わ
れ
て
い
る
。
都
市
型
と
は
何
か
?

八

王
子
は
、
ミ
シ
ュ
ラ
ン
に
観
光
地
と
し
て
格
付
け
さ
れ
て
い
る
高

尾
を
か
か
え
て
い
る
。
し
か
し
、
高
尾
と
道
の
駅

｢八
王
子
滝
山
｣

間
に
は
、
か
な
り
の
距
離
が
あ
る
。
滝
山
は
裏
手
に
滝
山
城
跡
が

あ
る
も
の
の
、
観
光
地
と
し
て
の
認
識
は
今
の
と
こ
ろ
あ
ま
り
さ

れ
て
い
な
い
。
つ
ま
り
、
全
国
各
地
の
観
光
地
、
あ
る
い
は
観
光

地
に
隣
接
し
て
い
る
道
の
駅
と
は
、
は
っ
き
り
と
線
を
引
く
。
こ

れ
が
都
市
型
の
考
え
方
の
は
じ
ま
り
で
あ
る
。
観
光
の
行
き
帰
り

に
訪
れ
て
い
た
だ
く
お
客
さ
ま
を
お
迎
え
す
る
と
同
時
に
、
八
王

子
市
民
の
方
々
に
何
度
も
、
繰
り
返
し
来
て
い
た
だ
け
る
道
の
駅

を
め
ざ
し
た
の
だ
。
道
の
駅
に
は
珍
し
く
、
自
転
車
で
来
場
さ
れ

る
方
々
の
た
め
の
駐
輪
場
も
四
五
台
分

(バ
イ
ク
用
二
八
台
分
)

確
保
さ
れ
て
い
る
。

東京都内初の道の駅として誕生した
道の駅 ｢八王子滝山｣

ま
た
周
辺
を
移
動
し
て
い
る

際
に
は
、
一
時
的
な
避
難
所
と

し
て
の
設
備
も
充
実
さ
せ
た
。

4

下
水
道
直
結
式
簡
易
テ
ン
ト
ト
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げ
る
ポ
ン
プ
)
レ
ト
ロ
な
そ
の
趣
き
か
ら
、
道
の
駅
の
小
さ
な
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
、
親
し
ま
れ
て
い
る
。
防
火
用
水
は
常
に
四
0
t

貯
え
ら
れ
て
お
り
、
飲
料
水
、
非
常
食
、
毛
布
な
ど
も
常
に
使
え

る
状
態
で
倉
庫
に
保
管
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
道
の
駅
で
は

あ
る
が
、
は
た
し
て
お
客
様
が
来
て
い
た
だ
け
る
か
!
。

日、　　　　　　 　　時

広い野菜売り場には毎日、

ー
地
元
産
の
野
菜
、
食
の
安
全
･
安
心
ー

蓋
を
開
け
て
驚
か
な
い
人
は
誰
も
い
な
か
っ
た
。

平
成

一
九
年
四
月
一
目
の
オ
ー
プ
ン
初
日
に
は
、
何
と
来
場
者

数
は

一
万
六
、
0
O
0
人
を
上
回
っ
た
。
誰
も
が
そ
の
時
は
、
道

の
駅
は
旬
だ
し
、
新
し
い
モ
ノ
好
き
な
人
が
集
ま
っ
て
く
れ
た
ぐ

ら
い
の
認
識
し
か
な
か
っ
た
の
だ
が
、
春
が
過
ぎ
、
夏
、
秋
、
冬

と
客
足
は
と
ど
ま
る
と
こ
ろ
が
な
い
。
平
日
で
一
日
お
よ
そ
二
、

五
〇
〇
人
、
週
末
に
は
三
、
五
〇
〇
人
、
初
冬
の
調
査
で
は
四
、
0

ぷ

0
0
人
を
超
え
る
来
場
者
が

端

数
え
ら
れ
、
昨
年
一
二
百
"に

際
は
延
べ
来
場
者
数
が
一
0
0

な

万
人
を
超
え
た
。

薇
人
気
の
分
析
に
は
い
ま
だ

癬

時
期
尚
早
と
考
え
る
o
し
か

し
ロ
ビ
ー
の
右
手
に
は
交
流

ホ
ー
ル
、
左
手
に
は
広
い
野

菜
売
り
場
、
そ
こ
で
売
ら
れ

て
い
る
新
鮮
な
野
菜
が
人
気

の
大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い

る
の
は
間
違
い
が
な
い
よ
う
だ
。
道
の
駅
の
た
め
に
つ
く
ら
れ
た
、

地
元
の
農
家
に
よ
る
出
荷
組
合
か
ら
届
く
新
鮮
で
安
全
な
野
菜
。
食

の
安
全
が
叫
ば
れ
て
い
る
昨
今
、
安
心
を
求
め
て
来
場
さ
れ
る
方
々

が
多
い
の
で
あ
ろ
う
。
ま
た
お
客
さ
ま
の
期
待
を
裏
切
ら
な
い
よ
う
、

日
本
各
地
の
野
菜
や
果
物
も
出
荷
組
合
と
は
別
ル
ー
ト
で
仕
入
れ
て

い
る
。
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
カ
ー
ト
を
是
非
と
も
導
入
し
て
ほ
し
い
と
の
、

ご
意
見
も
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
が
、
こ
こ
は
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
は
な
い
。
道
の
駅
本
来
の
使
命
、
休
憩
、
情
報
発
信
、
地
域

連
携
の
三
本
柱
は
大
切
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
賑
わ
っ
て
こ
そ

の
集
い
の
場
で
は
あ
る
が
、
う
る
お
い
の
あ
る
交
流
の
場
で
も
な
く

て
は
な
ら
な
い
。
命
題
は
課
せ
ら
れ
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
高
速
道
路
に
お
け
る
休
憩
所

(休
憩
所
と
い
う
表
現

は
や
め
て
ほ
し
い
の
だ
が
)
に
つ
い
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら

検
証
し
、
そ
の
報
告
も
行
っ
て
き
た
。
ず
ば
り
目
指
す
の
は
、
未

来
や
希
望
が
み
え
る
、
先
進
性
と
グ
ロ
ー
バ
ル
が
交
差
す
る
と
こ

ろ
。
や
す
ら
ぎ
、
な
ご
み
、
ま
た
来
た
い
と
い
う
思
い
を
も

っ
て

人
々
が
旅
立
つ
と
こ
ろ
。

｢駅
長
さ
ん
だ
わ
!

一
緒
に
お
写
真
撮
っ
て
い
い
で
す
か
?
｣

野
菜
い
っ
ぱ
い
の
、
ず
っ
し
り
重
そ
う
な
荷
物
を
持
っ
た
お
客

様
か
ら
声
を
か
け
ら
れ
る
。
｢お
車
ま
で
、
お
持
ち
し
ま
す
｣
と
、

お
手
伝
い
を
す
る
。
ほ
か
の
お
客
様
か
ら
も
、
次
々
に
声
が
か
か

り
、
時
に
は
長
い
世
間
話
の
お
つ
き
あ
い
も
す
る
。
胸
に
は
、
清

清
し
い
風
が
ふ
い
て
い
る
。
お
客
様
が
こ
の
道
の
駅
を
進
化
さ
せ

て
く
だ
さ
る
と
、
確
信
す
る
と
き
で
あ
る
。
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1 遭の駅『八主字滝山｣ 機襲
所在地等 :東京都八王子市滝山町 1 - 5 92 - 2 TEL 0 4 2 (6 3 6 ) 1 2 0 1
施設規模 :敷地面積 7 ,4 6 4 證 建物面積 1,3 0 0 話

施設内容 : 【駐車場】
･第一駐車場 :大型 5台 小型 55台 身障者用 2台… 24時間利用可
･第二駐車場 :大型 4台 小型 4 1台…夜間閉鎖
【トイレ】
･男性 7 十 3 器 女性8器 障害者用 1器… 24時間利用可
【交流ホール】
･ホール、 休憩所、 会議室、 情報発信コーナー、 防災倉庫

【農産物直売所】
･農産物、 特産物販売…営業時間 9 : 0 0 ~ 2 1 : 0 0
噂まちまきや (惣菜製造販売) …営業時間 1 0 : 0 0 ~ 1 8 : 0 0
【飲食コーナー】

･八農菜…営業時間 9 : 0 0 ~ 2 1 : 0 0
･カフェ ･ラジータ…営業時間 9 : 0 0 ~ 2 1 : 0 0
･ミルクアイス M O - M O …営業時間 10 : 0 0 ~ 1 9 : 0 0

(冬期 17 : 0 0まで)
※惣菜及びアイスは第 2 ･ 4 水曜日定休

撚 営業内轡
【農産物直売所】
約 150の市内農家が収穫した生鮮野菜 (漬物、ジャム等含む)、豚肉 (東京×) 及び鶏卵の直売。
また、市内農家の生鮮野菜 (数、種類) を補完するため、道の駅独自に市場より直接仕入れを行っ
ています。 また、 お土産として特産品のネクタイ等の織物や菓子類を販売しています。

生鮮以外ベスト5 売上順 数量順

第1位 おからドーナツ おからドーナツ

第2位 金太郎キムチ 金太郎キムチ

第3位 みそせんべい お揚げ跡女入り

第4f立 松雄もなか5個入り みそせんべい

第5位 竜ゞ山饅頭6個入り 手作り豆腐 きぬ

生鮮野菜ペスト5 売上願 数量順

第1位 果実類 きゅうり

第2位 トマト トマト

第3位 きゅうり なす

第4位 なす 果実類

第5位 とうもろこし ねぎ

【惣菜コーナー :はちまきや】

地元で農業を営む主婦が、地元産の野菜等を使用した惣菜を製造販売しております。

惣菜コーナーベスト5 売上順 数量順

第1位 はちまきやおこわ おにぎり

第2f立 筍ちらし寿司 はちまきやおこわ

第3位 おにぎり 筍ちらし寿司

第4位 お赤飯 スティックきつま

第5ぶた ステイツクさつま お赤飯

【総合飲食 :八農菜】
優しい仕上げが自慢の 肋･麦家』、 八王子ラーメンを中心とした 『葱蔵』、 なつかしくもコクのある
『森村カレー堂』 など主食系のメニューが中心のコーナーです。

八農業ペスト5 売上順 数量順

第1位 八王子ラーメン 八王子ラーメン

第2位 味増ラーメン 味噌ラーメン

第3位 完熟トマトの贅沢うどん 完熟トマトの贅沢うどん

第卿ゞ[ 揚げ茄子のおろしうどん 揚げ茄子のおろしうどん

第5位 八農菜ベジタブルカレー 八農菜ベジタブルカレー

べ泳ぎ総松総総"*姿橇隣松縦並端*鰐潟*端粛端鰯*潟姿糠糠糠樅泳ぎ鰯*姿稔糠糠糠糠総総並漱ぬ糠糠総糠樅縦除泳ぎ態

　 　　　　 　　　　　



芥川 麻実子
(あくたがわ まみこ)

l971年 日本女子大学文学部史学科卒業
[71~ 81]
テレビ ･ワイドショー番組の司会者、 ラジオデ
ィスクジョッキー、 新聞雑誌インタビュアーな
どのタレント活動を行う。
1981年 渡米
[8 l~ 84]
U C LA 映画学科修士過程で学ぶかたわら、現地
日系人向けテレビ ･ラジオ ･新聞などのメディ
アで活動。
1984年 ロサンゼルス ･オリンピック日本放送連
合のコーディネーター、 現地から日本向

けのレポーターをつとめる。 秋帰国
[84~ 89]
米国テレビメディア向け、ニュース、 ドキュメ
ンタリー番組のプロデュース及びコーディネー
トに携わる (U SA N etw orks C N Nの日本のニュ
ースなど)。
l988年 日本道路公団東京第三管理局ハイウェイ
懇談会委員を経て、 (当時)建設省 通
商産業省 ･首都高速道路公団等の懇談会
委員歴任

1980年 フリーメディアコーディネーター (C N N
日本特集、 PB Sフロントラインなど) ･
テレビコメンテータ (テレビ東京な
ど) ･新聞雑誌インタビュアー (日本経
済新聞など)

2003年 (閑モグ ･ネットワークス設立
[現 在]
(株)モグ ･ネットワークス代表取締役
｢道の駅八王子滝山｣ 駅長
首都高速道路(株)、首都高速道路サービス(株)
広報 ･コンサル等
(財)首都高速道路協会理事
(財)日本道路交通情報センター理事
[ボランティア]
麻布法入会女性部会長 (1998~ 2003)

麻布税務署長感謝状受賞
麻布警察協議会委員 (2000 ~ 2002)

麻布警察署長感謝状受賞

【カフェ ,ラ .ジータ】
本格的エスプレッソとミルクの甘みを引き出した 『カフェラテ』 を中心とした各種ソフトドリンク
及び各種焼き上げパンを提供しております。 特に焼き上げパンに地場産の野菜を挟んだサンドウィッ
チがお薦めです。

ラジータベスト5 売上頤 数塁打煩

第1位 ブレンドコーヒー ブレンドコーヒー

第2位 アイスコーヒー メロンバン

第3位 ハムチーズサンド アイスコーヒー

第4位 たまごサンド あんばん

第5位 メロンバン ポークウインナー

【ミルクアイス M O - M O】
牧場経営者によるジェラートアイスを提供しております。 バニラ等の定番商品に加え、 季節によっ
てはタケノコ、 とうもろこし、 枝豆、 ブルーベリー味などのジェラートを提供しております。

ラジータベスト5 売 t順 数量順

第1位 ソフトクリーム (ミルク) ソフトクリーム (ミルク)

第2f立 シングルコーン シングルコーン

第3位 シングルカップ シングルカップ

第4位 ダブルコーン ダブルコーン

第5位 テイクアウト･カップ テイクアウト･カップ

露雪拳〒ル リハハQ Q に
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整
備
費
の
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源
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の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

謡
浅
薄
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鑓
f
さ
がそ
逕
、慧泌
轡
衰
"
讃
鑓
“
“

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る

法
律
の
一
部
を
喚
註
す
る
継
律
楽
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
改
正
を
主
な
内
容

と
す
る

｢道
路
整
備
費
の
財
源
等
の
特
例
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
案
｣
が
平
成
二
〇
年

一
月
二
三
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
、
同
日
第

一
六

九
回
国
会
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
｢道
路
特
定
財
源
の
見
直
し
に
つ
い
て

(平
成

一
九
年

三

一月

七
日
政
府

･
与
党
合
意
)｣
の
内
容
を
具
体
化
す
る
も
の
で
あ
り
、
概
要
は

以
下
の
と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

1

揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
を
毎
年
度
道
路
整
備
費
に
充
て
る

措
置
の
適
用
期
間
を
平
成
二
〇
年
度
以
降
一
〇
年
間
延
長
す
る
と
と
も

に
、
揮
発
油
税
等
の
収
入
額
の
予
算
額
が
各
年
度
に
お
い
て
道
路
整
備

費
を
上
回
る
場
合
に
は
、
必
ず
し
も
当
該
年
度
の
道
路
整
備
費
に
充
て

る
必
要
は
な
い
も
の
と
す
る
。

2

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金
制
度
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
等
が
行
う

一
般
国
道
の
整
備
事
業
を
交
付
の
対
象
と
し
た
上
で
、
当
該
制
度
の
適

用
期
間
を
平
成
二
〇
年
度
以
降
一
〇
年
間
延
長
す
る
。

3

道
路
整
備
事
業
の
地
方
の
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
道
路
整
備
事

業
の
地
方
負
担
分
に
つ
い
て
無
利
子
の
資
金
を
貸
し
付
け
る
地
方
道
路

整
備
臨
時
貸
付
金
制
度
を
平
成
二
〇
年
度
以
降
五
年
間
の
措
置
と
し
て

創
設
す
る
。

4

高
速
道
路
の
利
用
者
等
の
利
便
を
増
進
し
、
そ
の
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、
国
土
交
通
大
臣
が
同
意
す
る
計
画
に
従
い
、
高
速
道
路
株
式

会
社
に
よ
る
高
速
道
路
料
金
の
引
下
げ
と
ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
等
の
整
備
を
目
的
と
し
て
、
独
立
行
政
法
人
日
本
高
速
道
路
保
有
.

Q

債
務
返
済
機
構
の
債
務
を
政
府
が
承
継
す
る
。

赦

5

こ
れ
ら
に
関
連
し
て
、
特
別
会
計
に
関
す
る
法
律
の
改
正
等
所
要
の

り

規
定
の
整
備
を
行
う
。

ル　

本
法
案
に
つ
い
て
は
、
現
在
国
会
で
審
議
中
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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国
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定
す
る
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令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
に
つ
い
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選
対
発
熱
湖対
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舅鳶
異
程超
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冤
g
難
難
い8

高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る

政
令
の
一
部
を
喚
正
す
る
政
令
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課

改
正
の
内
容

平
成
一
九
年
三
一月
二
五
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
回
国
土
開
発
幹
線
自
動

車
道
建
設
会
議
に
お
い
て
、
東
京
外
か
く
環
状
道
路

(関
越
~
東
名
間
)
-

六
皿
の
基
本
計
画

(※
1
)
の
策
定

(下
記
参
考
)
及
び
高
速
自
動
車
国
道

の
路
線
を
指
定
す
る
政
令
の
改
正
案
に
つ
い
て
同
会
議
の
了
承
が
得
ら
れ
ま

し
た
。
本
政
令
は
、
こ
の
了
承
案
の
と
お
り
、
関
越
自
動
車
道
の
基
本
計
画
の
区

間

(①
の
区
間
)
に
つ
い
て
高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
を
追
加
し
て
指
定
す

る
も
の
で
す

(※
2
)
。

ま
た
、
上
記
の
他
、
市
町
村
合
併

(平
成
二
〇
年

一
月
一
八
日
時
点
)
を

反
映
さ
せ
る
た
め
、
起
点
、
終
点
、
経
過
地
の
改
正
を
行
っ
て
い
ま
す
が
。

具
体
的
な
改
正
箇
所
は
、
別
添
の
新
旧
対
照
表
を
参
照
下
さ
い
。

※
1
ー
基
本
計
画
と
は
、
国
土
開
発
幹
線
自
動
車
道
建
設
法
第
五

条
第

一
項
の
基
本
計
画
の
こ
と
で
す
。

※
2
･:
な
お
、
中
央
自
動
車
道
の
基
本
計
画
の
区
間

(②
の
区
間
)

に
っ
い
て
は
、
同
政
令
中
の
起
点
、
終
点
、
重
要
な
経
過

地
に
変
更
は
な
い
た
め
、
こ
の
部
分
に
っ
い
て
の
変
更
は

あ
り
ま
せ
ん
。

(参考) 基本計画決定区間

路 線 名 区 間
①関越自動車道 東京都三鷹市 ~ 東京都練馬区
②中央自動車道 東京都三鷹市 ~ 東京都世田谷区



高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令
の
一部
を
改
正
す
る
政
令
案
新
旧
対
照
条
文

○
高
速
自
動
車
国
道
の
路
線
を
指
定
す
る
政
令

(昭
和
三
二
年
政
令
第
二
百
七
十
五
号

(抄
)

(傍
線
部
は
改
正
部
分
)

改

正

案

現

行

車 目縦 東
道 動貰 北

道 動 断 道 北
車 目 横 海

北
海
道
縦
貫
目

動
車
道
函
館
名

寄
線

路

線

名

弘
前
線

八
戸
線

黒
松
内

釧
路
線

黒
松
内

端
野
線

東
京
都

練
馬
区

北
海
道

寿
都
郡

黒
松
内

町 函
館
市

起

点

青
森
市

北
海
道

釧
路
郡

釧
路
町

北
海
道

常
呂
郡

端
野
町

名
寄
市

終

点

和
光
市

戸
田

市

川
ロ
市

浦
和
市

岩
槻

市

蓮
田
市

久
喜
市

加
須

市

羽
生
市

館
林
市

佐
野

市

栃
木
県
下

都
賀
郡
岩
舟
町

栃
木
市

同

郡
都
賀
町

鹿

沼
市

宇
都
宮

市

矢
板
市

黒
磯
市

白
河

市

須
賀
川
市

郡
山
市

二

本
松
市

福
島

市

白
石
市

宮
城
県
柴
田
郡

村
田
町

仙
台

市

同
県
黒
川

郡
富
谷
町

古

川
市

一
関
市

北
海
道
虻
田
郡

倶
知
安
町

同

道
余
市
郡
余
市

町

小
樽
市

札
幌
市

北
広

島
市

恵
庭
市

千
歳
市

夕

張
市

同
道
勇

払
郡
占
冠
村

同
道
上
川
郡
清

水
町

同
道
河

東
郡
音
更
町

同
道
中
川
郡
本

別
町

北
海
道
茅
部
郡
森
町

同
道
山
越
郡

長
万
部
町

同
道
寿
都
郡
黒
松
内
町

伊
達
市

室
蘭
市

登
別
市

苫

小
牧
市

千
歳
市

恵
庭
市

北
広

島
市

札
幌
市

江
別
市

岩
見
沢

市

三
笠
市

美
唄
市

砂
川
市

滝
川
市

深
川
市

旭
川
市

士
別

市 重

要

な

経

過

地

岩
手
県
二
戸
郡
一

戸
町

八
戸
市

三
沢
市

青
森
県

鹿
角
市

秋
田
県

鹿
角
郡
小
坂
町

弘
前
市

黒
石
市

北
海
道
足
寄
郡
足

寄
町

北
見
市

北
海
道
白
糠
郡
白

糠
町

釧
路
市

別
表

車 目縦 束
通 勤貫 北

通 勤 断 道 北
車 目 横 海

北
海
道
縦
貫
目

動
車
道
函
館
名

奇
縁

路

線

名

弘
前
線

八
戸
線

黒
松
内

釧
路
線

黒
松
内

北
見
線

東
京
都

練
馬
区

北
海
道

寿
都
郡

黒
松
内

町 函
館
市

起

点

青
森
市

北
海
道

釧
路
郡

釧
路
町

北
見
市

名
寄
市

終

点

和
光
市

戸
田

市

川
口
市

さ
い
た
ま
市

蓮
田
市

久
喜

市

加
須
市

羽
生
市

館
林

市

佐
野
市

栃
木
県
下
都
賀

郡
岩
舟
町

栃

木
市

同
郡
都

賀
町

鹿
沼
市

宇
都
宮
市

矢
板
市

那
須

塩
原
市

白
河

市

須
賀
川
市

郡
山
市

本

宮
市

二
本
松

市

福
島
市

白
石
市

宮
城

県
柴
田
郡
村
田

町

仙
台
市

同
県
黒
川
郡
富

谷
町

大
崎
市

北
海
道
虻
田
郡

倶
知
安
町

同

道
余
市
郡
余
市

町

小
櫨
市

札
幌
市

北
広

島
市

恵
庭
市

千
歳
市

夕

張
市

同
道
勇

払
郡
占
冠
村

同
道
上
川
郡
清

水
町

同
道
河

東
郡
音
更
町

同
道
中
川
郡
本

別
町

北
海
道
茅
部
郡
森
町

同
道
山
越
郡

長
万
部
町

同
道
寿
都
郡
黒
松
内
町

伊
達
市

室
蘭
市

登
別
市

苫

小
牧
市

千
歳
市

恵
庭
市

北
広

島
市

札
幌
市

江
別
市

岩
見
沢

市

三
笠
市

美
唄
市

砂
川
市

滝
川
市

深
川
市

旭
川
市

士
別

市 重

要

な

経

過

地

三
戸
市

岩
手
県

三
戸
郡
一
戸
町

八
戸
市

三
沢
市

青
森
県
上
北
郡

七
戸
町

弘
前
市

平
川
市

黒
石
市

鹿
角
市

秋
田
県

鹿
角
郡
小
坂
町

北
海
道
足
寄
郡
足

客
町

北
海
道
白
糠
郡
白

糠
町

釧
路
市

別
表



車 自 国
遊 動 越

東
北
中
央
自
動

車
道
相
馬
尾
花

沢
線

日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道

車 目 横 東
通 勤 断 北

い
わ
き

新
潟
線

酒
田
線

釜
石
秋

田
線

新
潟
線

上
越
線

東
京
都

練
馬
区

東
京
都

練
馬
区

相
馬
市

新
潟
市

い
わ
き

市 仙
台
市

釜
石
市

仙
台
市

新
潟
市

上
越
市

尾
花
沢

市 青
森
市

新
潟
市

酒
田
市

秋
田
市

和
光
市

戸
田
市

川
口
市

草
加

市

八
潮
市

三
郷
市

流
山
市

柏
市

つ
く
ば
市

土
浦
市

石
岡

新
座
市

所
沢

市

川
越
市

他
ヶ
高
市

坂

戸
市

東
松
山

市

本
庄
市

藤
岡
市

福
島
市

米
沢
市

山
形
県
東
置
賜

郡
高
畠
町

南
陽
市

上
山
市

山

形
市

天
童
市

東
根
市

村
山
市

秋
田
県
由
利
郡
象
潟
町

本
荘
市

同
県
河
辺
郡
河
辺
町

秋
田
市

同

県
山
本
郡
琴
丘
町

能
代
市

大
館

市

同
県
鹿
角
郡
小
坂
町

弘
前
市

黒
石
市

豊
栄
市

新
発
田
市

村
上
市

新

潟
県
岩
船
郡
朝
日
村

山
形
県
西
田

川
郡
温
海
町

鶴
岡
市

酒
田
市

福
島
県
田
村
郡
小
野
町

郡
山
市

会
津
若
松
市

同
県
河
沼
郡
会
津
坂

下
町

五
泉
市

新
津
市

宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町

山
形
市

寒
河
江
市

山
形
県
西
村
山
郡
西
川

町

鶴
岡
市

遠
野
市

江
刺
市

岩
手
県
和
賀
郡

東
和
町

花
巻
市

北
上
市

同
郡

湯
田
町

横
手
市

大
曲
市

秋
田

県
河
辺
郡
河
辺
町

富
岡
市

佐
久
市

小
諸
市

上
田

市

更
埴
市

長

野
市

須
坂
市

中
野
市

新
井
市

高
崎
市

前
橋
市

渋
川
市

沼
田

市

新
潟
県
南
魚

沼
郡
六
日
町

小

千
谷
市

長
岡
市

見
附
市

三
条

市

燕
市

上
北
郡
天
間
林
村

車 目 関
道 動 越

東
北
中
央
自
動

車
道
相
馬
尾
花

沢
線

日
本
海
沿
岸
東

北
自
動
車
道

車 目 横 束
通 勤 断 北

い
わ
き

新
潟
線

酒
田
線

釜
石
秋

田
線

新
潟
線

上
越
線

東
京
都

練
馬
区

三
鷹
市

相
馬
市

新
潟
市

い
わ
き

市 仙
台
市

釜
石
市

仙
台
市

新
潟
市

上
越
市

尾
花
沢

市 青
森
市

新
潟
市

酒
田
市

秋
田
市

和
光
市

戸
田
市

さ
い
た
ま
市

川
口
市

草
加
市

八
潮
市

三
郷

市

流
山
市

柏
市

守
谷
市

つ

く
ぼ
み
ら
い
市

つ
く
ば
市

土
浦

市

か
す
み
が
う
ら
市

石
岡
市

武
蔵
野
市

東

京
都
杉
並
区

同
都
練
馬
区

新
座
市

所
沢

市

ふ
じ
み
野

市

川
越
市

鶴
ヶ
島
市

坂

戸
市

東
松
山

市

深
谷
市

本
庄
市

藤
岡

市 伊
達
市

福
島
市

米
沢
市

山
形

県
東
置
賜
郡
高
畠
町

南
陽
市

上

山
市

山
形
市

天
童
市

東
根
市

村
山
市

新
発
田
市

胎
内
市

村
上
市

新

潟
県
岩
船
郡
朝
日
村

鶴
岡
市

酒

田
市

に
か
ほ
市

由
利
本
荘
市

秋
田
市

潟
上
市

秋
田
県
山
本
郡

三
種
町

能
代
市

北
秋
田
市

大

館
市

同
県
鹿
角
郡
小
坂
町

弘
前

市

平
川
市

黒
石
市

福
島
県
田
村
郡
小
野
町

田
村
市

郡
山
市

本
宮
市

会
津
若
松
市

同
県
河
沼
郡
会
津
坂
下
町

阿
賀
野

市

五
泉
市

宮
城
県
柴
田
郡
村
田
町

山
形
市

寒
河
江
市

山
形
県
西
村
山
郡
西
川

町

鶴
岡
市

遠
野
市

奥
州
市

花
巻
市

北
上

市

岩
手
県
和
賀
郡
西
和
賀
町

横

手
市

大
仙
市

富
岡
市

安
中
市

佐
久
市

小
諸
市

束
御
市

上
田

市

千
曲
市

長

野
市

須
坂
市

中
野
市

妙
高
市

高
崎
市

前
橋
市

渋
川
市

沼
田

市

南
魚
沼
市

魚
沼
市

小
千
谷

市

長
岡
市

見

附
市

三
条
市

燕
市



車 目 中
遊 動 央

北
関
東
自
動
車

道 道 動 束 東
車 目 関

富
士
吉

田
線

西
宮
線

長
野
線

水
戸
線

千
葉
富

津
線

東
京
都

世
田
谷

区 東
京
都

杉
並
区

高
崎
市

東
京
都

練
馬
区

千
葉
市

小
牧
市

富
士
古

田
市

西
宮
市

長
野
市

ひ
た
ち

な
か
市

水
戸
市

富
津
市

東
京
都
世
田
谷
区三
鷹
市調
布
市府
中
市国
立
市日
野
市人
玉
子
市相

模
原
市上
野
原
市大

月
市

下
野
市

宇
都
宮
市

同
県
河
内
郡

上
三
川
町

真
岡
市

桜
川
市

笠

間
市

茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町

水
戸
市

前
橋
市

伊
勢
崎
市

太
田
市

足

利
市

佐
野
市

栃
木
県
下
都
賀
郡

岩
舟
町

栃
木
市

同
郡
都
賀
町

市

潮
来
市

行
方
市

鉾
田
市

茨
城
県
東
茨
城
郡
茨
城
町

和
光
市

戸
田
市

さ
い
た
ま
市

川
口
市

草
加
市

八
潮
市

三
郷

市

松
戸
市

市
川
市

船
橋
市

習
志
野
市

千
葉
市

四
街
道
市

佐
倉
市

富
里
市

成
田
市

香
取

市
原
市

袖
ケ
浦
市

木
更
津
市

君
津
市

甲
州
市
笛
吹

市

甲

府
市
甲
斐
市
韮
崎

市

北

社
市
茅
野
市
諏
訪

市

岡

谷
市

都
留
市

山
梨
県
南
都
留
郡

富
士
河
口
湖
町

塩
尻
市

松
本
市

安
曇
野
市

千

曲
市

湖
南
市

野
洲
市

栗
東
市

草
津

市

大
津
市

京

都
市

向
日
市

長
岡
京
市

高
槻

市

茨
木
市

吹

田
市

豊
中
市

尼
崎
市

伊
那
市

駒
ケ
根

市

飯
田
市

中

津
川
市

恵
那
市

瑞
浪
市

土
岐

市

多
治
見
市

春
日
井
市

小
牧

市

岩
倉
市

一

宮
市

羽
島
市

大
垣
市

岐
阜
県

不
破
郡
関
ケ
原
町

米
原
市

彦
根

市

束
近
江
市

車 目 中
道 動 央

北
関
東
自
動
車

道 道 動 束 東
車 目 関

富
士
吉

田
線

西
宮
線

長
野
線

水
戸
線

千
葉
富

津
線

東
京
都

世
田
谷

区 東
京
都

杉
並
区

高
崎
市

東
京
都

練
馬
区

千
葉
市

小
牧
市

富
士
吉

田
市

西
宮
市

長
野
市

ひ
た
ち

な
か
市

水
戸
市

富
津
市

東
京
都
世
田
谷
区三
鷹
市調
布
市府
中
市国
立
市日
野
市人
王
子
市大

月
市

城
郡
友
部
町

同
県
東
茨
城
郡
茨
城

町

水
戸
市

宇
都
宮
市
、
同
県
河
内
郡
上
三
川
町

真
岡
市

笠
間
市

茨
城
県
西
茨

前
橋
市

伊
勢
崎
市

太
田
市

足

利
市

佐
野
市

栃
木
県
下
都
賀
郡

岩
舟
町

栃
木
市

同
郡
都
賀
町

町

同
県
鹿
島
郡
鉾
田
町

同
県
東

茨
城
郡
茨
城
町

和
光
市

戸
田
市

川
口
市

草
加

市

八
潮
市

三
郷
市

松
戸
市

市
川
市

船
橋
市

習
志
野
市

千

葉
市

四
街
道
市

佐
倉
市

成
田

市

佐
原
市

茨
城
県
行
方
郡
潮
来

市
原
市

木
更
津
市

君
津
市

甲
府
市
山
梨

県
北
巨

摩
郡
双

葉
町
韮
崎
市
同
郡

長
坂
町
茅
野

市

諏

訪
市
岡
谷
市

都
留
市

山
梨
県
南
都
留
郡

河
ロ
湖
町

塩
尻
市

松
本
市

更
埴
市

県
坂
田
郡
米
原
町

彦
根
市

八
日

市
市

草
津
市

大
津
市

京
都
市

向
日
市

長
岡

京
市

高
槻
市

茨
木
市

吹
田
市

豊
中
市

尼
崎

市 伊
那
市

駒
ケ
根

市

飯
田
市

中

津
川
市

恵
那
市

瑞
浪
市

土
岐

市

多
治
見
市

春
日
井
市

小
牧

市

岩
倉
市

一

宮
市

尾
西
市

羽
島
市

大
垣
市

岐
阜
県
不
破
郡

関
ケ
原
町

滋
賀



車 目 近
道 動 機

北
陸
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動

車
道

第
二
東
海
自
動

車
道
横
浜
名
古

屋
線

東
海
北
陸
自
動

車
道

松
原
郡

智
勝
浦

線 名
古
屋

神
戸
線

天
理
吹

田
線

伊
勢
線

名
古
屋

亀
山
線

松
原
市

名
古
屋

市 天
理
市

名
古
屋

市 新
潟
市

静
岡
市

横
浜
市

一
宮
市

和
歌
山

県
束
牟

婁
郡
郡

智
勝
浦

町 神
戸
市

吹
田
市

伊
勢
市

T
I
1

亀
山
市

米
原
市

佐
久
市

名
古
屋

市 礪
波
市

桑
名
市

四
日
市
市

鈴
鹿
市

亀

山
市

甲
賀
市

栗
東
市

大
津
市

城
陽
市

京
田
辺
市

八
幡
市

枚
方
市

高
槻
市

茨
木
市

箕
面

市

川
西
市

宝
塚
市

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村

弥
富
市

大
和
郡
山
市

香
芝
市

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

松
原
市

大
阪
市

八
尾
市

東
大
阪
市

大

東
市

門
真
市

守
口
市

摂
津
市

茨
木
市

鵺背I調剤
燕
市

三
条
市

見
附
市

長
岡
市

柏
崎
市

上
越
市

糸
魚
川
市

黒
部
市

魚
津
市

滑
川
市

富
山

市

射
水
市

高
岡
市

礪
波
市

小
矢
部
市

南
礪
市

金
沢
市

白

山
市

能
美
市

小
松
市

加
賀
市

あ
わ
ら
市

坂
井
市

福
井
市

鯖
江
市

越
前
市

敦
賀
市

長
浜

市 山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

同
郡
増

穂
町

南
ア
ル
プ
ス
市

甲
斐
市

韮
崎
市

北
社
市

長
野
県
南
佐
久

郡
佐
久
穂
町

佐
久
市

小
諸
市

藤
沢
市

綾
瀬
市

海
老
名
市

厚

木
市

伊
勢
原
市

秦
野
市

御
殿

場
市

裾
野
市

沼
津
市

富
士
市

富
士
宮
市

静
岡
市

藤
枝
市

島
田
市

掛
川
市

磐
田
市

浜
松

市

新
城
市

豊
川
市

岡
崎
市

豊
田
市

安
城
市

刈
谷
市

豊
明

市

名
古
屋
市

大
府
市

東
海
市

各
務
原
市

岐
阜
市

関
市

美
濃

市

郡
上
市

高
山
市

飛
騨
市

南
礪
市

愛
知
県

海
部
郡

飛
島
村

｢
輩
I

津
島
市
愛
西

市

棗I鈴開園市i鬚市謄!
亀
山
市

津
市

松

阪
市

三

重
県
多
気

郡
多
気
町

尾
張
旭
市

名
古
屋
市

春
日
井
市

車 目 近
通 勤 畿

北
陸
自
動
車
道

中
部
横
断
自
動

車
道

第
二
東
海
自
動

車
道
横
浜
名
古

屋
線

東
海
北
陸
自
動

車
道

松
原
郡

智
勝
浦

線 名
古
屋

神
戸
線

天
理
吹

田
線 捌鐘I 然

松
原
市

名
古
屋

市 天
理
市

名
古
屋

市 新
潟
市

清
水
市

横
浜
市

一
宮
市

和
歌
山

緊
束
牟

婁
郡
郡

智
勝
浦

町 神
戸
市

吹
田
市嚇離

滋
賀
県

坂
田
郡

米
原
町

佐
久
市

名
古
屋

市 礪
波
市

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村

桑
名
市

四
日
市
市

鈴
鹿
市

亀
山
市

大

津
市

城
陽
市

京
田
辺
市

八
幡

市

枚
方
市

高
槻
市

茨
木
市

箕
面
市

川
西
市

宝
塚
市

大
和
郡
山
市

香
芝
市

柏
原
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

松
原
市

大
阪
市

八
尾
市

東
大
阪
市

大

束
市

門
真
市

守
口
市

摂
津
市

茨
木
市

春
日
井
市

燕
市

三
条
市

見
附
市

長
岡
市

柏
崎
市

上
越
市

糸
魚
川
市

黒
部
市

魚
津
市

滑
川
市

富
山

市

高
岡
市

礪
波
市

小
矢
部
市

金
沢
市

松
任
市

小
松
市

加

賀
市

福
井
市

鯖
江
市

武
生
市

敦
賀
市

長
浜
市

山
梨
県
南
巨
摩
郡
身
延
町

同
郡
増

穂
町

同
県
北
巨
摩
郡
双
葉
町

韮

崎
市

同
郡
長
坂
町

長
野
県
南
佐

久
郡
八
千
穂
村

小
諸
市

藤
沢
市

綾
瀬
市

海
老
名
市

厚

木
市

伊
勢
原
市

秦
野
市

御
殿

場
市

裾
野
市

沼
津
市

富
士
市

清
水
市

静
岡
市

藤
枝
市

島

田
市

掛
川
市

浜
北
市

浜
松
市

新
城
市

岡
崎
市

豊
田
市

安

城
市

刈
谷
市

豊
明
市

名
古
屋

市

大
府
市

東
海
市

見
村

富
山
罪
外
砺
波
郡
城
端
町

町

同
県
大
野
郡
荘
川
村

同
郡
清

尾
西
市

各
務
原
市

岐
阜
市

関

市

美
濃
市

岐
阜
県
郡
上
郡
白
鳥

愛
知
県

海
部
郡

飛
島
村
桑
名

市津
島
市
桑
名

市

鶚I鮒需国事l割
津
市

久

居
市

松

阪
市

三

重
県
多
気

郡
勢
和
村

春
日
井
市

大
和
郡
山
市

大
和
郡
山
市

天
理
吹

天
理
市

吹
田
市

羽
曳
野
市

藤
井
寺
市

松
原
市

田
線

大
阪
市

八
尾
市

東
大
阪
市

大

東
市

門
真
市

守
口
市

摂
津
市

茨
木
市

愛
知
県
海
部
郡
飛
島
村

桑
名
市

四
日
市
市

鈴
鹿
市

亀
山
市

大

名
古
屋

名
古
屋

神
戸
市

津
市

城
陽
市

京
田
辺
市

八
幡

神
戸
線

市

市

枚
方
市

高
槻
市

茨
木
市

箕
面
市

川
西
市

町

み
町

同
県
東
牟
婁
郡
串
本
町

線

智
勝
浦

田
辺
市

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
す
さ

近
畿

町

み
町

同
郡
串
本
町

自
動
車
道

和
歌
山

堺
市

和
泉
市

岸
和
田
市

貝
塚

松
原
郡

緊
束
牟

市

泉
佐
野
市

泉
南
市

阪
南
市

智
勝
浦

松
原
市

婁
郡
那

和
歌
山
市

海
南
市

御
坊
市

線

智
勝
浦

田
辺
市

和
歌
山
県
西
牟
婁
郡
す
さ



車 目 山
遊 動 陰

車 目 横 中
道 動 断 圏

車 目 山
遊 動 陽

鳥塞
一礼
血
麒
議
錨
繍

嶽
-

-
繭
蟻
織毬

増

-‘上

里

離
職
““‘“鵲
“,

兵
庫
県
美
嚢
郡
吉
川
町

同
県
加
東

郡
滝
野
町

加
西
市

同
県
宍
粟
郡

山
陰
自
動
車
道

車 目 横 中
道 動 断 国

車 白 山
道 動 陽

山
陰
自
動
車
道

長
門
美

三
隅
美

山
ロ
県

祢
線

大
津
郡

美
祢
市

長
門
市

祢
線

長
門
市

美
祢
市

下
関
市



直
方
市

宮
若

市

福
津
市

古
賀
市

福
岡

市

大
野
城
市

鹿
児
島

鹿
児
島

太
宰
府
市

線

市

筑
紫
野
市

小

郡
市

鳥
栖
市

久
留
米
市

北
九
州

八
女
市

筑
後

市

市

み
や
ま
市

熊
本
県
玉
名

郡
和
水
町

山

鹿
市

合
志
市

宮
崎
線

宮
崎
市

熊
本
市

同

県
上
益
城
郡
嘉

島
町

同
郡
御

船
町

宇
城
市

直
方
市

古
賀

市

福
岡
市

大
野
城
市

大

宰
府
市

筑
紫

鹿
児
島

鹿
児
島

野
市

小
郡
市

線

市

鳥
栖
市

圦

留
米
市

八
女

市

筑
後
市

北
九
州

熊
本
県
玉
名
郡

市

菊
水
町

熊
本

市

同
県
上
益

城
郡
嘉
島
町

同
郡
御
船
町

宮
崎
線

宮
崎
市

八
代
市

人
吉

市

え
び
の
市

東
九
州
目
道
車

北
九
州

鹿
児
島

道

市

市

行
橋
市

福
岡
県
京
都
郡
豊
津
町

同
県
築
上
郡
椎
田
町

豊
前
市

中

津
市

宇
佐
市

大
分
県
速
見
郡
日

出
町

別
府
市

大
分
市

臼
杵
市

津
久
見
市

佐
伯
市

同
県
南
海

部
郡
蒲
江
町

延
岡
市

日
向
市
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パ

サ

ー

ル

｢
p
a
s
a
r
幕
張
｣

の
オ
ー
プ
ン
と

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
取
組
み

東
日
本
高
速
道
路
㈱

一

は
じ
め
に

平
成
二
〇
年
三
月
二
〇
日

(木

･
祝
)、
京
葉
道
路

･
幕
張
パ
ー
キ
ン
グ
エ

リ
ア

(下
り
線
)
に
、
高
速
道
路
型
の
商
業
施
設

｢P
a

s

a

r
幕
張
｣
が

オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
東
日
本
高
速
道
路
㈱

(N
E
X
C
O
東
日

本
)
に
と
っ
て
民
営
化
後
初
め
て
の
エ
リ
ア
改
築
事
業
と
し
て
、
恒
常
的
混

雑
の
緩
和
の
た
め
に
駐
車
場
が
大
幅
に
拡
張
さ
れ
る
こ
と
に
合
わ
せ
、
従
来

の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア

･
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア

(S
A

･
P
A
)
の
施
設
と
は

ま
っ
た
く
異
な
る
コ
ン
セ
プ
ト
の
商
業
施
設
を
導
入
し
た
も
の
で
す
。
今
回

は
、
こ
の
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ
て
、
｢
P

a
s
a
r
幕
張
｣
と
、
N
E
X
C
O

東
日
本
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
取
組
み
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

一
一
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
位
置
付
け

日
本
道
路
公
団
の
民
営
化
ス
キ
ー
ム
に
よ
り
、
高
速
道
路
の
通
行
料
金
の

設
定
に
当
た
っ
て
は
利
潤
を
含
め
な
い
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
高
速

道
路
会
社
が
民
間
企
業
と
し
て
成
長
す
る
た
め
に
必
要
と
な
る
利
益
の
源
泉

は
、
収
益
事
業
に
頼
ら
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
そ
の
柱
と
な
る
の
が
サ
ー
ビ
ス

エ
リ
ア
事
業
で
す
。

N
E
×
C
O
東
日
本
で
は
、サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
基
本
方
針
と
し
て
、

『礎
づ
く
り
』
と

『華
づ
く
り
』
の
同
時
追
求
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

S
A

･
P
A
に
お
い
て
、
サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
の
向
上
と
顧
客
ニ
ー
ズ
の

｢最

大
公
約
数
｣
へ
の
対
応

(標
準
化
)
を
図
る
と
同
時
に
、
地
域
の
特
性
や
立

地
条
件
に
応
じ
て
、
箇
所
ご
と
に
特
徴
あ
る
店
舗
作
り

(個
性
化
)
を
目
指

し
、
S
A
･
P
A
の
価
値
を
高
め
て
い
こ
う
と
い
う
考
え
方
で
す
。

こ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組
み
の
一
つ
と
し
て
、
S
A

･
P
A
を
、

｢あ
る
か
ら
利
用
す
る
施
設
｣
か
ら

｢進
ん
で
利
用
し
た
く
な
る
施
設
｣
へ

と
転
換
し
て
い
く
た
め
、
新
た
に

｢
P
a

s

a

r
｣
と
い
う
ブ
ラ
ン
ド
で
、

魅
力
的
な
商
業
施
設
の
建
設
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま



す
。
｢
P

a
s
a
r
｣
は
、
首
都
圏
等
の
拠
点
的
な
s
A

･
P
A
で
展
開
す

る
高
速
道
路
型
の
商
業
施
設
で
、
N
E
X
C
O
東
日
本
で
は
、
今
後
、
一
0

年
間
で
二
〇
ヵ
所
程
度
展
開
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
の
画

一
的
な
S
A

･
P
A
の
イ
メ
ー
ジ
を

一
新
し
、
多
く
の

お
客
さ
ま
に
、
｢S
A

･
P
A
が
変
わ
っ
た
｣
こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
き

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

霊

『P
a
s
a

r
｣
が
目
指
す
も
の

高
速
道
路
に
お
け
る
安
全
･
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
適
当

な
間
隔
で
休
憩
を
取
り
、
生
理
的
欲
求
を
満
た
し
た
り
、
飲
食
物
を
摂
っ
た

り
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
S
A
･
P
A
の
当
初
の
設
置
目
的
も
、
高
速
道

路
と
い
う
閉
鎖
さ
れ
た
空
間
の
中
で
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う
観
点

か
ら
、
お
客
さ
ま
が
休
憩
で
き
る
場
所
の
提
供
や
、
最
低
限
の
欲
求
を
満
た

す
た
め
の
施
設
の
設
置
に
あ
っ
た
と
い
え
ま
す
。
そ
の
結
果
、
従
来
の
S

A
･
P
A
で
は
、
運
転
途
中
の

｢休
憩
｣
機
能
が
重
視
さ
れ
、
画
一
的
な
商

品

.
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
に
対
し
て
、
名
神
高
速
道
路
が
日
本
初
の
高
速
道
路
と
し
て
開
通
し

て
以
来
、
消
費
者
の
ニ
ー
ズ
や
購
買
行
動
は
著
し
く
多
様
化
し
、
最
近
で
は
、

物
の
本
質
的
な
使
用
価
値
よ
り
も
付
加
的
な
心
理
価
値
が
重
視
さ
れ
る
よ
う

に
な

っ
て
い
ま
す
。
市
中
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
商
業
施
設
で

は
、
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
あ
る
い
は
先
取
り
す
る
よ
う
な

店
舗
展
開
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
従
来
型
の
S
A
･
P
A

は
、
市
中
の
商
業
施
設
に
大
き
く
遅
れ
を
と
っ
て
お
り
、
お
客
さ
ま
の
二
-

ズ
を
満
足
さ
せ
ら
れ
る
施
設
と
は
い
え
ま
せ
ん
。

お
客
さ
ま
に
S
A
･
P
A
を

｢進
ん
で
利
用
｣
し
て
い
た
だ
き
、
同
時
に

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
収
益
を
拡
大
し
て
い
く
た
め
に
は
、
市
中
の
商
業

施
設
に
劣
ら
な
い
、
魅
力
的
な
商
業
施
設
を
S
A
･
P
A
に
導
入
し
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
す
な
わ
ち
、
顧
客
属
性
に
合
わ
せ
た
、
顧
客
ニ
ー
ズ
を
積

極
的
に
取
り
込
め
る
よ
う
な
業
態
ミ
ッ
ク
ス
や
品
揃
え
が
必
要
で
す
。
こ
れ

を
実
現
す
る
取
組
み
が

｢
P
a
s
a
r
｣
な
の
で
す
。

視
点
を
変
え
る
と
、
S
A
･
P
A
は
、
移
動
の
手
段
と
し
て
高
速
道
路
を

利
用
さ
れ
る
お
客
さ
ま
が
、
旅
行
な
ど
の
過
程
で
立
ち
寄
る
場
所
で
す
が
、

高
速
道
路
内
に
い
な
が
ら

｢地
域
｣
を
感
じ
ら
れ
る
場
所
と
も
い
え
ま
す
。

｢
P
a
s
a
r
｣
で
は
、
市
中
で
人
気
の
高
い
テ
ナ
ン
ト
を
誘
致
す
る
こ
と

に
加
え
て
、
そ
の
場
所
な
ら
で
は
の
地
域
性
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
、
｢旅

の
楽
し
み
｣
を
演
出
し
て
い
き
ま
す
。

｢
P

a
s
a
r
｣
と
は
、
｢
パ
ー
キ
ン
グ
エ
リ
ア
｣
の

"
P
A
"
、

｢
サ

ー

ビ
ス
エ
リ
ア
｣
の

"
S
A
"
、
リ
ラ
ク
ゼ
ー
シ
ョ
ン

(男
匹
環
藝
8
)
の

"
R
"

を
組
み
合
わ
せ
た
も
の
で
す
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
語
で
は

｢市
場
｣
、
ス
ペ

イ
ン
語
で
は

｢立
ち
寄
る
｣
、
｢
(時
を
)
過
ご
す
｣
と
い
っ
た
意
味
の
単
語

で
も
あ
り
ま
す
。
s
A
･
P
A
の
新
し
い
形
と
し
て
、
｢旅
の
途
中
に
立
ち

寄
っ
て
ほ
っ
と

一
息
つ
け
る
場
所
｣
、
｢旅
の
途
中
で
楽
し
く
過
ご
せ
る
に

ぎ
わ
い
の
場
｣
を
お
客
さ
ま
に
提
案
し
て
い
き
た
い
と
の
思
い
を
込
め
て
い

ま
す
。

四

幕
張
P
A
の
改
築
事
業
と

『P
a
s
a

r
幕
張
』

こ
の

｢
P

a
s
a
r
｣
の
記
念
す
べ
き
第

一
号
店
が
、
京
葉
道
路

幕
張

P
A
に
オ
ー
プ
ン
す
る

｢
P
a
s
a
r
幕
張
｣
(下
り
線
)
で
す
。

幕
張
P
A
は
、
東
京
か
ら
東
へ
約
三
〇
脳
、
東
京
と
千
葉
を
結
ぶ
大
動
脈
、

京
葉
道
路
の
中
間
に
位
置
し
、

一
日
の
交
通
量
が
片
側
約
五
○
、
0
0
0
台

お 道行セ 2008,3



を
誇
る
P
A
で
す
。
駐
車
場
の
混
雑
が
恒
常
化
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
N

E
X
C
O
東
日
本
で
は
、
そ
の
混
雑
緩
和
の
た
め
の
駐
車
場
の
拡
張
等
と
合

わ
せ
て
、
商
業
施
設
の
全
面
改
築
を
行
う
計
画
を
進
め
て
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
、
｢
こ
れ
ま
で
の
S
A

･
P
A
を
変
え
る
商
業
施

設
｣
を
目
指
し
て
民
営
化
直
後
に
ス
タ
ー
ト
し
、
市
中
の
商
業
施
設
で
実
績

の
あ
る
商
業
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
力
も
借
り
な
が
ら
、
よ
う
や
く

｢P
a
s

a
r
幕
張
｣
と
い
う
形
で
実
現
し
た
も
の
で
す
。
｢P
a

s

a

r
幕
張
｣
は
、

幕
張
P
A
の
顧
客
属
性
や
利
用
特
性
に
マ
ッ
チ
し
た
商
業
施
設
に
な
っ
て
い

る
と
自
負
し
て
い
ま
す
し
、
テ
ナ
ン
ト
リ
ー
シ
ン
グ
の
面
で
も
、
市
中
と
は

環
境
の
異
な
る
S
A
･
P
A
へ
の
出
店
と
い
う
こ
と
で
難
し
い
面
も
あ
り
ま

し
た
が
、
市
中
の
商
業
施
設
で
も
実
績
の
あ
る
、
お
客
さ
ま
の
支
持
の
高
い

テ
ナ
ン
ト
に
ご
出
店
い
た
だ
け
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

な
お
、
下
り
線
と
と
も
に
事
業
を
進
め
て
い
る

｢
P

a
s
a
r
幕
張
｣

(上
り
線
)
は
、
平
成
三
〇
年
夏
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

そ
れ
で
は
、
N
E
×
C
O
東
日
本
の
今
後
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
基

礎
に
な
る

｢
P
a
s
a
r
幕
張
｣
(下
り
線
)
の
概
要
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

飲
食
ニ
ー
ズ
と
物
販
ニ
ー
ズ
と
い
う
基
本
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
つ
つ
、
従
来
型

の
s
A
･
P
A
と
は
違
う
商
業
施
設
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
お
分
か
り
い
た

だ
け
る
と
思
い
ま
す
。

1

施
設
配
置
コ
ン
セ
プ
ト

お
客
さ
ま
が
そ
れ
ぞ
れ
の
シ
ー
ン
で
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
空
間
を
創
り

出
し
、
お
客
さ
ま
に

〃あ
ん
し
ん
"
と

"か
ん
ど
う
"
を
提
供
す
る
快
適
な

商
業
施
設
と
す
る
た
め
、
市
中
の
商
業
施
設
で
よ
く
用
い
ら
れ
て
い
る

｢2

核
1
モ
ー
ル
｣
の
施
設
配
置
を
採
用
し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
集
客
の
核
と
な

M
…　

R
"

ミ

　　
　　
　

　
　
　　
　
　
　　　　　
　
　

な

に
｣

"ン

　　　　　
　　　
　　　　　　
　

　
　　　
　

　
　

　

ートー
ノーミ
ミ
メ
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ノ
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　閼

濃
鬘
秘
象′
ムグ

る
施
設
を
両
端
に
配
置
し
、
そ
の
間
を

｢
モ
ー
ル
｣
(散
歩
道
)
で
つ
な
い

で
、
お
客
さ
ま
が
回
遊
し
な
が
ら
買
い
物
や
飲
食
を
楽
し
め
る
よ
う
に
す
る

も
の
で
、
高
速
道
路
の
特
性
か
ら
、
一
一
つ
の

｢核
｣
は
、
ト
イ
レ
と
二
四
時

間
営
業
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
し
て
い
ま
す
。
横
長
の
施
設
形
状
と

な
る
下
り
線
で
は
、
両
端
に
置
か
れ
た
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
と
ト
イ
レ

の
間
を
往
来
す
る
動
線
と
そ
の
周
り
の
シ
ョ
ッ
プ
を
街
並
に
見
立
て
、
中
央

に
人
の
溜
ま
り
を
作
る
こ
と
で
、
施
設
内
の
シ
ョ
ッ
プ
へ
の
回
遊
性
を
演
出

し
て
い
ま
す

(図
1

･
2
)
。



2

店
舗
の
特
徴

コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
、

コ
ー
ヒ
ー
シ

ョ
ッ
プ
、
白
一

然
派
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
、
フ
ー
ド
コ
ー
ト
及
び
シ

ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
の
五
つ
の
業
態
で
構
成
さ
れ
ま
す

(図
3
)。

顧
客
属
性
を
重
視
し
、
行
楽
地
へ
の
途
中
や
東
京
か
ら
の
帰

途
で
の
利
用
シ
ー
ン
を
想
定
し
、
市
中
で
も
人
気
の
店
舗
を
導

入
し
ま
し
た
。
計
一
九
店
舗
の
う
ち
、
高
速
道
路
初
出
店
の
店

舗
が
一
四
店
で
、
そ
の
う
ち
九
店
舗
は
、
こ
れ
ま
で
市
中
に
も

な
か
っ
た
新
し
い
業
態
で
の
出
店
と
な
っ
て
い
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
は

｢
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ
｣
(図
4
)

が
出
店
し
、
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
は

｢
タ
リ
ー
ズ

コ
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う

ー
｣
(図
5
)
が
高
速
道
路

　
　

　
　
　

　
　
　
　
　

"
･

千

自
然
派
ビ
ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス

、ふ

み

ト
ラ
ン
は
、
丸
の
内
で
も
大

,

恵

人
気
の
｢野
の
葡
萄
｣
が
新

鋭藁

た
に
提
案
す
る
｢千
葉
憲

き

･形
ン

み

千
の
ぶ
ど
う
｣
で
す
。

　

　
　
　　

,

朴
地
元
千
葉
の
野
菜
を
た
つ
ぶ

し

り
使
っ
た
手
造
り
料
理
の

写真 ビュッフェレストラン ｢千葉の恵み 千のぶどう｣

数
々
と
、
炊
き
立
て
ご
飯
、

お
味
噌
汁
、
コ
ー
ヒ
ー
ま
で
、

お
好
き
な
だ
け
お
楽
し
み
い

た
だ
け
る

｢お
袋
料
理
で
元

気
に
お
腹
い
っ
ぱ
い
｣
な
ビ

ュ
ッ
フ
ェ
レ
ス
ト
ラ
ン
で
す

(写
真
)
。

フ
ー
ド
コ
ー
ト
は
、
ベ
ー
カ
リ
ー
、
自
家
製
麺
う
ど
ん

･
そ
ば
、
こ
だ
わ

り
お
む
す
び
、
カ
ツ
丼

･
カ
ツ
カ
レ
ー
、
と
ん
こ
つ
醤
油
ラ
ー
メ
ン
、
ス
イ

ー
ツ
の
六
店
舗
を
、
市
中
の
商
業
施
設
に
も
多
数
の
レ
ス
ト
ラ
ン
や
フ
ー
ド

コ
ー
ト
を
出
店
し
て
い
る
㈱
ク
リ
エ
イ
ト

･
レ
ス
ト
ラ
ン
ツ
が
運
営
し
ま

す
。
従
来
型
の
s
A

･
P
A
の
ス
ナ
ッ
ク
コ
ー
ナ
ー
と
は

一
線
を
画
す
フ
ー

ド
コ
ー
ト
で
、
出
来
立
て
に
こ
だ
わ
っ
た
メ
ニ
ュ
ー
を
提
供
し
ま
す

(図

6
)
0

し
ゅ
ん
せ
ん
く

ら

ぷ

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
ゾ
ー
ン
で
は
、
新
た
に

｢
句
撰
倶
楽
部
｣
の
ブ
ラ
ン
ド
で
、

立
地
や
利
用
シ
ー
ン
に
合
わ
せ
て
句
な
商
材
を
厳
選
し
、
地
域
性
を
演
出
し

ま
す
。
行
楽
地
へ
の
途
中
や
東
京
か
ら
の
帰
途
の
ご
利
用
を
想
定
し
、
〃東

京
名
物
"
"都
会
的
"
〃
ト

レ
ン
ド
“
な
ど
を
キ
ー
ワ

ト

ー
ド
に
、
都
会
的
な
雰
囲

気
の
売
り
場
に
、
話
題
の

　
　
　
　
　

　

ス
イ
ー
ツ
や
惣
菜
な
ど
を

取
り
揃
え
た
一
〇
店
舗
か

ら
な
る
複
合
シ
ョ
ッ
プ
と

し
て
運
営
し
、
こ
の
う
ち
、

笹
川
=幽

六
店
舗
で
は
、
高
速
道
路

で
、初
め
て
、販
売
す
ノリハル高
間口加

癰

　　
　　
　
　　　
　
　　　
　
　　

　

な
お
、
夏
に
グ
ラ
ン
ド

オ
ー
プ
ン
予
定
の

｢P
a

s

@

a
r
幕
張
｣
(上
り
線
)
の

　
　
　
　

　

利
用
を
想
定
し
、
子
葉
銘

/急
ゴ
ー
点
≧

　
　
　
　
　
　

産
“
"地
域
限
定
“
"地
産
地

/

あ
る
醤
油
蔵
を
イ
メ
ー
ジ

し
た
レ
ト
ロ
な
雰
囲
気
の

売
り
場
に
、
千
葉
の
銘
品

図 6 出来たてメニューを提供する ｢フードコート｣



を
集
め
、
『千
葉
気
分
』
を

演
出
し
ま
す

(図
7
)。

3

駐
車
場
の
拡
張
と

ト
イ
レ
の
改
築
等

幕
張
P
A
の
改
築
事
業
で

は
、
駐
車
場
や
ト
イ
レ
な
ど

の
施
設
も
改
良
し
、
パ
ー
キ

ン
グ
エ
リ
ア
全
体
が
快
適
な

施
設
に
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す
。

駐
車
ス
ペ
ー
ス
は
、
従
来

の
約
二
倍

(計
二
六
二
台
)

に
拡
張
さ
れ
ま
す
。
,恒
常
化

し
て
い
た
駐
車
場
の
混
雑
が

緩
和
さ
れ
、
使
い
や
す
く
、

よ
り
安
全
に
な
り
ま
す
。

ト
イ
レ
は
、
こ
れ
ま
で
の

高
速
道
路
の
ト
イ
レ
イ
メ
ー

ジ
を
刷
新
し
、
ホ
テ
ル
ラ
イ

ク
な
も
の
に
改
良
さ
れ
ま

ん
　
　

　
　

　
遂き

　
　
　　
　
　

　

　

　

　
　

　　
　
　　
　

　

　　

　

　　

　

　　

　
旬顔倶楽部｣

す
。
パ
ウ
ダ
ー
コ
ー
ナ
ー

(男
女
)
や
フ
ィ
ッ
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム

(女
性
)

の
配
置
や
大
型
ブ
ー
ス

(ベ
ビ
ー
ベ
ッ
ド
、
オ
ス
ト
メ
イ
ト
)
の
導
入
な
ど
、

設
備
を
充
実
し
、
こ
れ
ま
で
よ
り
も

一
層
快
適
に
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

ま
た
、
厨
房
及
び
ト
イ
レ
か
ら
の
排
水
の
再
利
用
や
保
水
性
材
料
を
使
用

し
た
歩
道
部
の
ブ
ロ
ッ
ク
舗
装
な
ど
、
環
境
に
配
慮
す
る
と
と
も
に
、
駐
車

場
と
歩
道
部
の
段
差
を
解
消
す
る
な
ど
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
図
り
ま
す
。

五

最
橇
に

サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
は
、
民
間
企
業
と
し
て
収
益
を
拡
大
す
る
た
め
に

大
き
く
成
長
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
で
す
。
こ
の
た
め
の
取
組
み
と

し
て
、
N
E
×
C
O
東
日
本
で
は
、
｢
P

a
s
a
r
｣
の
展
開
と
と
も
に
、

専
門
店
の
導
入
、
｢ど
ら

(道
楽
)
弁
当
｣
の
販
売
、
｢
メ
ニ
ュ
ー
コ
ン
テ

ス
ト
｣
に
よ
る
オ
リ
ジ
ナ
ル
メ
ニ
ュ
ー
の
開
発
促
進
、
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
の

強
化
等
に
よ
り
、
S
A
･
P
A
の
魅
力
度
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
取
組
み
に
よ
り
、
よ
り
多
く
の
お
客
さ
ま
に
S
A
･
P
A
を
お
楽

し
み
い
た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
S
A
･
P
A
の
商
業
施
設
の
充
実

は
、
収
益
の
拡
大
だ
け
で
な
く
、
エ
キ
ナ
カ
の
商
業
施
設
が
そ
う
で
あ
る
よ

う
に
、
高
速
道
路
全
体
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
に
も
大
き
く
寄
与
す
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

今
後
の
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
は
、
こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
単
に
建
物
を
テ

ナ
ン
ト
に
賃
貸
し
て
賃
料
収
入
を
得
る
と
い
う
だ
け
で
な
く
、
お
客
さ
ま
の

ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
テ
ナ
ン
ト
を
選
定
し
、
時
代
に
合
っ
た
業
態
を
開
発
し
て

い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
事
業
で
あ
り
、
民
間
企
業
の
発
想
を
積
極
的
に
取

り
入
れ
て
い
く
べ
き
分
野
で
も
あ
り
ま
す
。
高
速
道
路
と
い
う
閉
鎖
的
な
空

間
の
中
で
収
益
を
確
保
す
る
だ
け
で
な
く
、
よ
り
一
層
の
収
益
の
拡
大
を
図

っ
て
い
く
た
め
に
は
、
市
中
の
商
業
施
設
に
も
劣
ら
な
い
、
S
A
･
P
A
な

ら
で
は
の
商
業
施
設
を
創
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
N
E
×
C
O
東
日
本

で
は
、
従
来
の
高
速
道
路
の
枠
組
み
を
超
え
た
発
想
で
、
市
場
の
変
化
に
柔

軟
に
対
応
し
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
事
業
の
拡
充
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
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襁
臟
事
業
等
悸
算
実
務
講
座
Q
&
A

廼
騰
局
所
轡
国
庫
補
助
事
業
の
繰
越
し
に
つ
い
て

道
路
局
地
方
道
･環
境
課
地
域
道
路
調
整
室
課
長
補
佐

渚
堺
熊悌
二

一

歳
出
予
算
繰
越
し
の
意
義

二

歳
出
予
算
繰
越
し
の
態
様

毎
会
計
年
度
の
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
は
、
こ
れ
を
当
該
年
度
内
に
お

い
て
使
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
も
し
使
用
し
終
わ
ら
な
か
っ
た
経
費
の
金

額
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
を
す
べ
て
不
用
と
す
る
の
が
原
則
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
国
の
経
費
の
内
容
や
使
用
の
方
法
が
極
め
て
複
雑
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
だ
け
に
、
す
べ
て
の
場
合
に
こ
の
原
則
ど
お
り
に
処
理
す

る
こ
と
は
、
か
え
っ
て
不
利
、
不
経
済
又
は
非
効
率
と
な
っ
て
実
情
に
沿
わ

な
い
こ
と
に
な
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

そ
こ
で
財
政
法
は
、
若
干
の
例
外
を
認
め
て
、
一
定
の
条
件
の
下
に
本
来

な
ら
ば
不
用
と
す
る
歳
出
予
算
の
経
費
の
金
額
を
翌
年
度
に
繰
越
し
て
使
用

す
る
み
ち
を
ひ
ら
き
、
国
の
経
費
の
経
済
的
、
効
率
的
な
執
行
を
期
待
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
が
歳
出
予
算
の
繰
越
し
の
制
度
で
す
。

歳
出
予
算
の
繰
越
し
の
制
度
は
、
前
述
の
よ
う
に
国
の
経
費
経
済
的
、
効

率
的
な
執
行
を
期
す
る
た
め
に
必
要
な
も
の
で
す
が
、
歳
出
予
算
の
性
質
及

び
会
計
年
度
独
立
の
原
則
に
対
す
る
特
例
で
あ
り
、
無
制
限
に
認
め
ら
れ
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
、
繰
越
し
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
に
は
、
①
明
許
繰
越
し
、

②
事
故
繰
越
し
、
③
継
続
費
の
年
割
額
の
逓
次
繰
越
し
及
び
④
特
別
会
計
法

の
特
別
規
定
に
よ
る
繰
越
し
の
四
つ
の
種
類
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
う
ち
、
道
路
局
所
管
国
庫
補
助
事
業
に
関
係
の
あ
る
明
許
繰
越
し
及

び
事
故
繰
越
し
に
つ
い
て
以
下
説
明
し
ま
す
。

ー

明
許
繰
越

明
許
繰
越
し
と
は
、
財
政
法
第
十
四
条
の
三
の
規
定
に
よ
っ
て
行
わ
れ
る

繰
越
し
で
す
。



(項
)
道
路
事
業
費

“

北
海
道
道
路
事
業
費

“

離
島
道
路
事
業
費

“

沖
縄
道
路
事
業
費

“

道
路
環
境
整
備
事
業
費

“

北
海
道
道
路
環
境
整
備
事
業
費

“

離
島
道
路
環
境
整
備
事
業
費

“

沖
縄
道
路
環
境
整
備
事
業
費

“

地
方
道
路
整
備
臨
時
交
付
金

(関
係
分
の
み
抜
粋
)

事

項

事
業
の
性
質
上
そ
の
実
施
に
相
当
の
期

間
を
要
し
、
か
つ
、
事
業
が
本
年
度
内
に

終
わ
ら
な
い
場
合
に
も
引
き
続
い
て
実
施

す
る
必
要
が
あ
る
も
の
で
あ
り
、
計
画
又

は
設
計
に
関
す
る
諸
条
件
、
気
象
又
は
用

地
の
関
係
、
補
償
処
理
の
困
難
、
資
材
の

入
手
難
、
そ
の
他
の
や
む
を
得
な
い
事
由

に
よ
り
、
年
度
内
に
支
出
を
完
了
す
る
こ

と
が
期
し
難
い
場
合
も
あ
る
た
め

事

由

す
な
わ
ち
、
歳
出
予
算
の
う
ち
、
そ
の
性
質
上
又
は
、
予
算
成
立
後
の
事

由
に
基
づ
き
年
度
内
に
そ
の
支
出
を
終
わ
ら
な
い
見
込
み
の
あ
る
も
の
に
つ

い
て
、
予
め
国
会
の
議
決
を
経
て
翌
年
度
に
繰
越
す
も
の
で
あ
り
、
平
成

一

九
年
度
の
道
路
整
備
特
別
会
計
予
算
で
は
、
次
の
と
お
り
繰
越
明
許
費
と
し

て
議
決
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
明
許
繰
越
し
が
で
き
る
の
は
、
右
表
の
事
項
欄
に
示
さ
れ

た
科
目
で
、
か
つ
、
繰
越
し
と
な
る
理
由
が
右
表
の
事
由
欄
に
示
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
場
合
に
限
り
ま
す
。

以
下
に
繰
越
事
由
の
う
ち

一
般
的
な
も
の
に
つ
い
て
、
例
示
的
に
説
明
し

ま
す
。
の
設
計
に
関
す
る
諸
条
件
に
よ
る
場
合

工
事
の
設
計
を
行
う
際
、
通
常
な
ら
ば
二
ヶ
月
を
要
す
る
設
計
が
そ
の
過

程
に
お
い
て
予
想
外
の
特
殊
な
設
計
を
必
要
と
す
る
箇
所
が
生
じ
、
そ
の
設

計
に
要
す
る
期
間
が
当
初
予
定
し
て
い
た
期
間
よ
り
延
び
た
こ
と
に
よ
り
、

ま
た
、
当
初
の
設
計
に
よ
っ
て
工
事
を
行
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
調
査
若
し
く

は
予
想
に
反
し
て
地
盤
が
軟
弱
で
あ
っ
た
た
め
に
当
初
の
設
計
を
変
更
す
る

必
要
が
生
じ
、
こ
の
た
め
に
工
事
の
進
捗
に
支
障
を
及
ぼ
し
た
こ
と
に
よ
り
、

当
該
工
事
が
年
度
内
に
完
成
し
な
い
よ
う
な
場
合

⑭
気
象
の
関
係
に
よ
る
場
合

通
常
の
気
象
条
件
で
あ
れ
ば
そ
の
工
事
が
完
成
す
る
と
見
込
ま
れ
て
い
た

も
の
が
、
例
年
に
な
い
気
象
の
異
常
に
よ
り
工
事
の
進
捗
に
支
障
を
及
ぼ
し

た
こ
と
に
よ
り
、
当
該
工
事
が
年
度
内
に
完
成
し
な
い
よ
う
な
場
合
。

な
お
、
繰
越
し
の
承
認
を
得
る
際
に
は
気
象
の
異
常
性
を
証
す
る
資
料
が

必
要
で
あ
り
、
積
雪
寒
冷
地
域
に
お
い
て
施
工
の
時
期
が
単
に
積
雪
の
時
期

に
至
っ
た
た
め
工
事
の
施
工
が
で
き
な
い
と
い
っ
た
よ
う
な
予
見
可
能
と
言

え
る
場
合
に
お
い
て
は
、
こ
の

｢気
象
の
関
係
に
よ
る
場
合
｣
に
は
該
当
し

ま
せ
ん
①
用
地
の
関
係
に
よ
る
場
合

道
路
用
地
の
確
保
の
た
め
用
地
交
渉
に
入
っ
た
も
の
の
、
土
地
単
価
に
対

す
る
不
服
や
代
替
地
選
定
等
の
関
係
か
ら
交
渉
が
難
航
し
た
こ
と
に
よ
り
、

土
地
の
引
渡
し
又
は
移
転
登
記
が
年
度
内
に
完
了
し
な
い
、
あ
る
い
は
工
事

が
年
度
内
に
完
成
し
な
い
よ
う
な
場
合

0
補
償
処
理
の
困
難
に
よ
る
場
合

道
路
敷
地
と
し
て
必
要
な
用
地
上
に
あ
る
家
屋
等
の
移
転
補
償
交
渉
が
難

航
し
た
結
果
、
あ
る
い
は
、
移
転
補
償
契
約
は
成
立
し
た
が
、
家
屋
等
の
移

転
工
事
が
何
ら
か
の
理
由
で
遅
れ
た
結
果
、
当
該
用
地
の
取
得
が
年
度
内
に

完
了
し
な
い
よ
う
な
場
合
。
ま
た
は
、
工
事
施
工
に
伴
い
発
生
す
る
公
害
問

題

(騒
音
、
振
動
、
水
質
汚
濁
等
)
の
補
償
交
渉
に
つ
い
て
地
元
と
の
調
整



が
難
航
し
た
結
果
、
不
足
の
日
数
を
要
し
、
当
該
工
事
が
年
度
内
に
完
了
し

な
い
よ
う
な
場
合

③
資
材
の
入
手
難
に
よ
る
場
合

工
事
材
料
で
あ
る
鋼
材
や
セ
メ
ン
ト
等
が
品
不
足
に
よ
り
そ
の
入
手
が
思

う
に
ま
か
せ
ず
、
こ
の
た
め
に
工
事
の
施
工
に
支
障
を
き
た
し
当
該
工
事
が

年
度
内
に
完
成
し
な
い
よ
う
な
場
合

2

事
故
繰
越

事
故
繰
越
と
は
、
財
政
法
第
四
十
二
条
但
し
書
き
の
規
定
に
よ
っ
て
行
わ

れ
る
繰
越
し
で
す
。

事
故
繰
越
の
要
件
は
、
支
出
負
担
行
為
を
し
た
後
に
お
い
て
、
繰
越
し
の

原
因
と
な
る
避
け
難
い
不
測
の
事
故
が
発
生
し
、
年
度
内
に
支
出
が
完
了
し

な
い
場
合
で
す
。

こ
の
場
合
の

｢支
出
負
担
行
為
を
し
た
後
｣
と
は
、
繰
り
越
さ
れ
た
年
度

に
お
け
る
実
効
性
を
確
保
す
る
と
い
う
観
点
か
ら
原
則
と
し
て
契
約
済
み
で

あ
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

｢避
け
難
い
事
故
｣
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
明
確
な
規
定
は
な
く
、
社
会

通
念
上
避
け
難
い
事
故
と
判
断
さ
れ
る
も
の
で
あ
れ
ば
足
り
ま
す
が
、
明
許

繰
越
を
し
て
い
る
事
業
に
つ
い
て
は
、
明
許
繰
越
を
し
た
際
と
異
な
る
理
由

で
あ
る
こ
と
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
避
け
難
い
事
故
に
よ
っ
て
や
む
を
得
ず
事
故
繰
越
を
行
う
場
合
に
は
、

繰
り
越
し
た
年
度
に
お
い
て
事
業
が
確
実
に
執
行
で
き
る
と
い
う
見
通
し
が
必

要
と
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
不
用
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
も
の
を
事
故
繰
越
す

る
こ
と
は
合
理
的
と
は
言
え
な
い
か
ら
で
す
。
こ
の
よ
う
な
可
能
性
が
あ
る
場

合
に
は
、
当
該
経
費
を
不
用
と
し
、
事
業
執
行
の
熟
度
が
高
ま
っ
た
時
点
で
改

め
て
予
算
措
置
を
行
う
方
が
合
理
的
で
あ
る
と
の
考
え
で
す
。

三

最
後
に

道
路
局
所
管
国
庫
補
助
事
業
で
は
、
従
来
か
ら
機
会
あ
る
ご
と
に
そ
の
適
正

な
執
行
を
図
る
よ
う
強
く
求
め
ら
れ
て
お
り
、
繰
越
事
務
手
続
を
と
る
こ
と
な

く
年
度
経
過
後
も
引
き
続
き
工
事
等
を
施
行
す
る
、
い
わ
ゆ
る
未
竣
功
工
事
の

根
絶
に
つ
い
て
は
、
特
段
の
注
意
喚
起
が
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
残
念
な

が
ら
、
い
ま
だ
に
未
竣
功
工
事
の
事
例
が
見
受
け
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
特
に
左

記
の
点
に
効里
息
し
、
適
正
な
事
業
の
実
施
に
努
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

>苦たに お ^^ ^ 0

【参
考
】

未
竣
工
工
事
の
防
止
に
つ
い
て

(平
成
一
九
年
三
月
三
〇
日
国
道
総
第
一
七
一
一
号
ほ
か
)

道
路
局
長
通
達
抜
粋

①
事
業
の
執
行
に
当
た
っ
て
は
、
執
行
状
況
の
的
確
な
把
握
等
に
よ
り
年
度
内
完
成
に

努
め
る
こ
と

②
繰
越
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
簡
素
合
理
化
の
た
め
の
各
般
の
措
置
が
講
じ
ら
れ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
や
む
を
得
な
い
事
由
に
よ
り
事
業
の
年
度
内
完
成
が
困
難
と
見
込

ま
れ
る
と
き
は
、
予
定
金
額
を
も
っ
て
繰
越
承
認
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る

(財
政
法

(昭
和
二
二
年
法
律
第
三
四
号
)
第
四
十
三
条
第
二
項
参
昭
巴
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま

え
、
速
や
か
に
繰
越
事
務
手
続
を
執
る
ほ
か
、
繰
越
明
許
費
に
係
る
翌
年
度
に
わ
た
る

債
務
負
担
制
度

(財
政
法
第
四
十
三
条
の
三
参
照
)
の
積
極
的
な
活
用
を
図
る
な
ど
適

切
な
措
置
を
講
ず
る
こ
と

③
未
竣
功
工
事
は
、
財
政
法
等
の
法
令
に
違
背
す
る
も
の
で
あ
り
、
既
に

｢未
竣
功
工

事
の
防
止
に
つ
い
て

(昭
和
五
五
年
一
二
月
三
日
付
け
建
設
省
会
発
第
九
九
一
号
建
設

事
務
次
官
通
達
)｣
で
通
知
し
た
と
お
り
、
未
竣
功
工
事
が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
補
助

金
等
に
係
る
予
算
の
執
行
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律

(昭
和
三
〇
年
法
律
第
一
七
九
号
)

に
基
づ
き
、
補
助
金
等
の
交
付
決
定
を
取
り
消
し
、
そ
の
返
還
を
求
め
る
所
存
で
あ
る

こ
と



輌
卿
諦
呵
に
謝
す
る
葉
篝
に
つ
い
て

道
路
局
路
政
課
道
路
利
用
調
整
室

大
野
係
員

え
ー
っ
と
、
法
的
根
拠
か
ぁ
!
･。

坂
上
係
員

大
野
君
、
ど
う
し
た
の
?

独
り
言
な
ん
か
言
っ
て
。

大
野
係
員

あ
、
坂
上
さ
ん
。
今
度
、
市
役
所
の
占
用
担
当
の
方
が
異
動
に

な
っ
て
、
新
任
の
方
か
ら
挨
拶
の
メ
ー
ル
が
届
い
て
た
ん
で
す
。
そ
こ
に

さ
っ
そ
く
質
問
で
、
占
用
物
件
を
き
ち
ん
と
維
持
管
理
す
る
こ
と
を
占
用

者
に
義
務
づ
け
る
よ
う
な
場
合
に
、
そ
の
法
的
根
拠
は
何
な
ん
で
す
か
?

ー
っ
て
書
い
て
あ

っ
た
ん
で
す
。

坂
上
係
員

な
る
ほ
ど
ね
。
確
か
に
道
路
法

(以
下
、
法
)
に
は
、
占
用
物

件
は
占
用
者
が
適
切
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
と
い
う
よ
う
な
明
文
規
定
は

な
い
も
の
ね
。
で
、
大
野
君
は
ど
う
思
う
の
?

大
野
係
員

え
え
と
、
道
路
法
で
は
、
第
四
十
三
条
で
道
路
に
関
す
る
禁
止

行
為
と
し
て
、
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為

を
す
る
こ
と
を
規
定
し
て
い
ま
す
け
ど

(資
料
1
参
照
)。

坂
上
係
員

う
ー
ん
。
確
か
に
占
用
物
件
を
適
切
に
管
理
し
な
い
こ
と
は
、

道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
か
も
し
れ
な
い

け
ど
、
こ
の
質
問
は
も
っ
と
具
体
的
な
こ
と
を
聞
い
て
る
ん
じ
ゃ
な
い
?

大
野
係
員

あ
、
そ
う
す
る
と
、
許
可
条
件
の
こ
と
で
し
ょ
う
か
?

直
轄

国
道
上
で
は
、
占
用
許
可
を
す
る
際
に
、
｢占
用
物
件
は
、
道
路
の
構
造

上
若
し
く
は
交
通
上
障
害
と
な
ら
な
い
よ
う
、占
用
者
の
負
担
に
お
い
て
、

適
正
に
維
持
管
理
す
る
こ
と
。｣
と
い
っ
た
許
可
条
件
を
付
与
し
て
ま
す

よ
ね
。

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
そ
の
許
可
条
件
の
法
的
根
拠
を
答
え
れ
ば
い
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
し
ら
。
大
野
君
、
い
い
機
会
だ
し
、
こ
こ
で
許
可
条
件
に
つ
い

て
整
理
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
許
可
条
件
に
つ
い
て
は
、
道
路
法
で
は
ど
の

よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
る
の
か
し
ら
?

　

大
野
係
員

許
可
条
件
に
つ
い
て
は
、
法
第
八
十
七
条
で
、
｢国
土
交
通
大

堀

臣
及
び
道
路
管
理
者
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
許
可
、
認
可

ャ

又
は
承
認
に
は
、
(中
略
)
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
交
通
の
危
険
を
防

鮴

止
し
、
そ
の
他
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
附
す
る

こ
と
が
で
き
る
。｣
と
定
め
て
あ
り
ま
す

(資
料
2
参
照
)。

%



坂
上
係
員

そ
の
と
お
り
ね
。
で
も
、
道
路
法
で
は
、

ひ
と
つ
条
件
に
関
す
る
規
定
が
あ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
?

そ
の
と
お
り
ね
。
で
も
、
道
路
法
で
は
、
占
用
に
関
し
て
も
う

大
野
係
員

え
え
と
!
、
あ
あ
、
こ
れ
で
す
ね
。
法
第
三
十
四
条
で
工
事
の

た
め
の
条
件
と
し
て
、
｢道
路
管
理
者
は
、
第
三
十
二
条
第

一
項
又
は
第

三
項
の
規
定
に
よ
る
許
可
を
与
え
よ
う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
を

不
経
済
に
損
傷
し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
た

め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
に

関
す
る
工
事
と
他
の
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は

他
の
道
路
占
用
者
の
道
路
占
用
又
は
道
路
に
関
す
る
工
事
と
を
相
互
に
調

整
す
る
た
め
に
当
該
許
可
に
対
し
て
必
要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き

る
。｣
と
定
め
て
ま
す
ね

(資
料
3
参
照
霧

坂
上
係
員

そ
う
ね
。
こ
の
ふ
た
つ
の
規
定
の
関
係
と
し
て
は
、
ま
ず
法
第

八
十
七
条
が

一
般
的
な
規
定
で
、
こ
の
規
定
に
よ
っ
て
道
路
管
理
者
は
、

占
用
の
許
可
に
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
そ
の

他
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き

る
の
よ
ね
。
一
方
、
法
第
三
十
四
条
は
道
路
の
占
用
に
際
し
、
他
の
占
用

工
事
、
道
路
工
事
等
と
の
調
整
の
た
め
必
要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
定
め
た
規
定
ね
。
一
般
に
工
事
を
伴
う
道
路
の
占
用
に
あ
っ

て
は
道
路
の
構
造
又
は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
傾
向
が
著
し
く
、
こ
れ
を

放
任
す
る
と
道
路
を
不
経
済
に
損
傷
し
、
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
す

お
そ
れ
が
あ
る
た
め
、
こ
の
よ
う
な
占
用
を
許
可
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

他
の
占
用
工
事
、
道
路
工
事
等
と
の
間
に
合
理
的
な
調
整
を
図
り
、
道
路

の
機
能
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
わ
け
ね
。
こ
の
工
事
調
整
の
た
め
の
条

件
は
、
法
第
八
十
七
条
の
一
般
的
な
条
件
の
範
囲
を
外
れ
る
場
合
も
予
想

さ
れ
る
の
で
、
第
三
十
四
条
で
特
別
規
定
が
お
か
れ
た
の
ね
。

渡
邊
課
長

二
人
と
も
今
日
は
許
可
条
件
の
話
か
。
許
可
条
件
の
法
的
根
拠

に
つ
い
て
は
、
今
の
二
人
の
話
で
問
題
な
い
だ
ろ
う
。

た
だ
、
こ
れ
ら
の
規
定
が
あ
る
か
ら
と
い
っ
て
、
道
路
管
理
者
が
好
き

な
よ
う
に
条
件
を
付
け
ら
れ
る
と
い
う
も
の
で
も
な
い
よ
ね
。
法
第
三
十

四
条
も
法
第
八
十
七
条
も

一
定
の
制
約
を
加
え
て
い
る
ね
。
ど
ん
な
も
の

が
あ
る
か
な
?

大
野
係
員

は
い
。
ま
ず
法
第
三
十
四
条
に
は
、
｢道
路
を
不
経
済
に
損
傷

し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
著
し
い
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
必
要
が
あ

る
と
認
め
る
と
き
｣
に
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
条
件
を
附
す
る
場
合
は
、
｢道
路
管
理
者
は
、
あ
ら
か

じ
め
当
該
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事
を
行
お
う
と
す
る
者

又
は
他
の
道
路
占
用
者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。｣
と
い
う

規
定
も
設
け
て
い
ま
す
。
法
第
八
十
七
条
で
は
、
｢道
路
の
構
造
を
保
全

し
、
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
円
滑
な
交
通
を
確
保
す
る
た
め
に

必
要
な
条
件
｣
で
あ
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
｢当
該
許

可
、
認
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者
に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
ら

な
い
も
の
｣
で
あ
る
こ
と
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

渡
邊
課
長

そ
う
だ
ね
。
今
、
坂
上
さ
ん
が
言
っ
た
も
の
の
う
ち
、
特
に
法

第
八
十
七
条
第
二
項
に
あ
る

｢当
該
許
可
、
認
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者

に
不
当
な
義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
｣
と
い
う
規
定
は
、
一
般
的
な
条
件
の
基
準
と
し
て
、
法
第
三
十
四
条

の
場
合
に
も
妥
当
す
る
と
解
さ
れ
て
い
る
か
ら
注
意
が
必
要
だ
ね
。
許
可

条
件
は
、
占
用
許
可
を
受
け
た
人
に
不
当
な
義
務
を
課
す
こ
と
の
な
い
よ

う
に
留
意
し
つ
つ
、
先
程
坂
上
さ
ん
が
言
っ
た
よ
う
な
規
定
に
注
意
し
て

付
与
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
ね
。



坂
上
係
員
･
大
野
係
員

は
い
。
わ
か
り
ま
し
た
。

渡
邊
課
長

と
こ
ろ
で
、
大
野
君
、
ち
ょ
っ
と
大
事
な
話
が
あ
る
ん
だ
。

資
料
2

大
野
係
員

え
っ
!

ぼ
、
僕
が
本
局
に
異
動
で
す
か
“

渡
邊
課
長

そ
う
だ
よ
、
栄
転
だ
ね
。
お
め
で
と
う
。

坂
上
係
員

ち
ょ
、
ち
ょ
、
ち
ょ
っ
と
待

っ
て
よ
!

そ
ん
な
大
野
君
が
い

な
く
な
っ
ち
や
っ
た
ら
、
さ
、
さ
、
寂
し
い
じ
ゃ
な
い
!
。

大
野
係
員

え

っ
、
坂
上
さ
ん
･･･。

渡
邊
課
長

お
や
お
や
、
私
は
本
来
業
務
に
支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
と
い
う
条

件
で
あ
れ
ば
、
恋
愛
は
大
い
に
賛
成
だ
よ
。
来
年
度
は
ど
ん
な
新
規
採
用

者
が
入
っ
て
く
る
の
か
楽
し
み
だ
ね
。

資
料
3

(こ
の
号

終
わ
り
)

資
料
l

道
路
法
第
三
十
四
条

道
路
管
理
者
は
、
第
三
十
三
条
第
一
項
又
は
第
三
項
の
規
定
に
ょ
る
許
可
を
与
え
ょ

う
と
す
る
場
合
に
お
い
て
、
道
路
を
不
経
済
に
損
傷
し
、
又
は
道
路
の
交
通
に
著
し
い

支
障
を
及
ぼ
さ
な
い
た
め
に
必
要
が
あ
る
と
認
め
る
と
き
は
、
当
該
申
請
に
係
る
道
路

の
占
用
に
関
す
る
工
事
と
他
の
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事
若
し
く
は
他

の
道
路
占
用
者
の
道
路
の
占
用
又
は
道
路
に
関
す
る
工
事
と
を
相
互
に
調
整
す
る
た
め

に
当
該
許
可
に
対
し
て
必
要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
場
合
に
お
い
て
、

道
路
管
理
者
は
、
あ
ら
か
じ
め
当
該
申
請
に
係
る
道
路
の
占
用
に
関
す
る
工
事
を
行
お

う
と
す
る
者
又
は
他
の
道
路
占
用
者
の
意
見
を
聞
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

道
路
法
第
四
十
三
条

何
人
も
道
路
に
関
し
、
左
に
掲
げ
る
行
為
を
し
て
は
な
ら
な
い
。

そ

み
だ
り
に
道
路
を
損
傷
し
、
又
は
汚
損
す
る
こ
と
。

二

み
だ
り
に
道
路
に
土
石
、
竹
木
等
の
物
件
を
た
い
積
し
、
そ
の
他
道
路
の
構
造
又

は
交
通
に
支
障
を
及
ぼ
す
虞
の
あ
る
行
為
を
す
る
こ
と
。

道
路
法
第
八
十
七
条

国
土
交
通
大
臣
及
び
道
路
管
理
者
は
、
こ
の
法
律
の
規
定
に
よ
っ
て
す
る
許
可
、
認

可
又
は
承
認
に
は
、
第
三
十
四
条
又
は
第
四
十
七
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
ょ
る
場
合

の
ほ
か
、
道
路
の
構
造
を
保
全
し
、
交
通
の
危
険
を
防
止
し
、
そ
の
他
円
滑
な
交
通
を

確
保
す
る
た
め
に
必
要
な
条
件
を
附
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

2

前
項
の
規
定
に
ょ
る
条
件
は
、
当
該
許
可
、
認
可
又
は
承
認
を
受
け
た
者
に
不
当
な

義
務
を
課
す
る
こ
と
と
な
ら
な
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。



鷲
ふ
き
心
し

現
場
の
取
組
み
事
例

倉縢
醸
さ
丸

一
,

｢神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
｣
⑭
開
発
に
つ
い
て

鞠

5
や
さ
し
い
道
路
景
観
の
創
出
と
間
伐
材
の
需
要
拡
大
を
目
指
し
て
;

神
奈
川
県
小
田
原
土
木
事
務
所
道
路
維
持
課

小
蓬田

真
生

㈱

は
じ
め
に

神
奈
川
県
小
田
原
土
木
事
務
所
は
県
西
部
に
位
置
し
、
年
間
約
二
、0
0

0
万
人
近
い
観
光
客
が
訪
れ
る
国
際
観
光
地

｢箱
根
｣
を
は
じ
め
、
歴
史
的

城
下
町
の

｢小
田
原
｣、
三
石
岬
や
貴
船
祭
り
で
有
名
な

｢真
鶴
｣
、
万
葉

の
時
代
か
ら
温
泉
地
と
し
て
観
光
客
に
親
し
ま
れ
て
い
た

｢湯
河
原
｣
と
、

日
本
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る
一
市
三
町
を
管
轄
と
し
、
主
に
道
路
･
公

園

･
河
川

･
砂
防
等
の
土
木
事
業
と
、
こ
れ
ら
の
許
認
可
事
務
等
を
行
っ
て

い
る
。
ま
た
、
筆
者
が
所
属
す
る
道
路
維
持
課
で
は
道
路
法
に
基
づ
く
道
路
管
理

者
と
し
て
、
国
道

一
号
を
は
じ
め
と
す
る
国
道
及
び
県
道
全
二
人
路
線

(総

延
長

一
九
五
皿
)
を
管
理
し
、
日
常
管
理
の
み
な
ら
ず
、
道
路
の
補
修
や
改

良
、
橋
梁
の
耐
震
化
、
凍
雪
害
対
策
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
こ
の
た
び
当
事
務
所
に
お
い
て
開
発
し
、
整
備
を
進
め
て
い

る

｢神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
｣
(写
真
1
)
に
つ
い
て
、
こ
の
開

発
経
緯
や
特
徴
等
に
つ
い
て
紹
介
す
る
。

ニ

ポ
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
開
発
の
背
景
≧
目
的

1

間
伐
材
の
需
要
拡
大
と
良
好
な
水
源
地
域
の
確
保

神
奈
川
県
土
の
約
四
割
を
占
め
る
森
林
の
多
く
は
、
水
源
地
域
に
位
置
し

て
お
り
、
清
浄
な
水
や
空
気
を
育
む
母
体
で
あ
り
我
々
県
民
一
人
ひ
と
り
の

貴
重
な
財
産
で
あ
る
。
こ
の
森
林
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
適
切
な
間
伐
が

必
要
で
あ
り
、
こ
の
間
伐
が
行
わ
れ
な
い
と
、
山
が
荒
廃
し
森
林
の
保
水
力

が
低
下
す
る
の
み
な
ら
ず
、
土
砂

･
流
木
災
害
の
原
因
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
神
奈
川
県
が
発
注
す
る
公
共
工
事
に
お
い
て
は
、
環
境
の
負

荷
が
で
き
る
だ
け
小
さ
い
材
料
を
優
先
す
る
方
針

(グ
リ
ー
ン
購
入
基
本
方

針
)
を
と
っ
て
お
り
、
間
伐
材
も
自
然
に
優
し
い
材
料
と
し
て
積
極
的
に
使

用
す
る
材
料
に
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。



て
は
、
永
久
構
造
物
を
築
造
す
る

ヌ

　　
　
　

　

　
　

土
木
工
事
に
お
い
て
、
腐
食
す
る

斡

n

木
材
晏

変

莉

用
･
に
く
“

1

'
、
“

‘鞏
壤
焚
藁

熟

材
料
で
あ
り
、
ま
た
建
築
分
野
に

遷
蝋
“

木

お
い
て
も
安
価
な
輸
入
木
材
を
使

麦
鱗

型

用
落

す

ス
が
未
だ
多
く

結

"
滋

嚢
撚嶬

,

果
、
県
産
木
材
の
需
要
が
伸
び
な

'

、
奈
　　
　

い
た
め
、
必
要
な
数
の
間
伐
も
出

.き

来
て
い
な
袷

騨
嚢
鬘
磁

頸

こ
う
し
た
状
況
を
改
善
す
べ

、

く
、
本
県
で
は

｢神
奈
川
木
づ
か
い
運
動
｣
と
称
し
、
あ
ら
ゆ
る
分
野
で
県

産
木
材
の
用
途
を
拡
大
し
林
業
経
済
を
活
性
化
さ
せ
、
適
正
な
間
伐
の
推
進

に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
当
事
務
所
に
お
い
て
も
、
間
伐
材
の

有
効
利
用
と
利
用
促
進
の
P
R
方
策
の
一
つ
と
し
て
、
実
用
的
な
木
製
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
を
検
討
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

(国道 l号 箱根町元箱根)

2

景
観
づ
く
り

一
方
、
景
観
面
に
お
い
て
は
、
平
成

一
〇
年
に
防
護
柵
設
置
基
準
が
改
定

さ
れ
、
こ
れ
ま
で

｢白
い
鉄
製
｣
を
基
準
と
し
て
い
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
、

性
能
規
定
を
満
足
す
れ
ば
色
や
材
質
等
に
こ
だ
わ
ら
ず
景
観
に
配
慮
し
た
構

造
で
設
置
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

ま
た
、
近
年
で
は
、
全
国
的
に
地
方
自
治
体
や
住
民
に
よ
る
景
観
づ
く
り

活
動
が
活
発
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
平
成

一
六
年

三
一月
に
は
景
観
法
が
施

行
さ
れ
、
景
観
向
上
を
念
頭
に
お
い
た
公
共
事
業
の
実
施
が
強
く
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な

っ
て
い
る
。

3

木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
開
発
の
目
的

以
上
の
よ
う
な
背
景
か
ら
、
平
成

一
七
年
六
月
、

①
や
さ
し
い
道
路
景
観
の
創
出
、
②
県
産
間
伐
材
の

需
要
拡
大
、
③
防
護
柵
と
し
て
の
機
能
強
化
を
目
的

と
し
て
、
神
奈
川
県
産
間
伐
材
を
使
用
し
た
木
製
ガ

ー
ド
レ
ー
ル
の
研
究
開
発
に
着
手
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。三

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

1

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施

か
く
し
て
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
研

究
開
発
は
始
ま
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
国

際
観
光
地

｢箱
根
｣
に
訪
れ
る
観
光
客
の
方
々
は
、

木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
見
て
ど
の
よ
う
な
印
象
を
も

た
れ
る
の
だ
ろ
う
か
。
ま
た
、
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
整
備
を
進
め
る
こ
と
に
つ
い
て
ご
理
解
頂
け
る
の

か
。そ

こ
で
、
平
成

一
人
年
二
月
、
四
タ
イ
プ
の
試
作

品

(図
1
)
を
制
作
し
、
箱
根
の
国
道
、
県
道
に
試

験
施
工
を
行
い
、
平
成
一
八
年
の
夏
か
ら
秋
期
に
か

け
て
ヒ
ア
リ
ン
グ
及
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
方
式
に
よ

る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
た
。

ヒ
ア
リ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
は
、
お
盆
と

一
一
月
の

　　
　
　

　

　
　

　

　
　　　　
　
　

鑑
朧
川
国

図 1 木製ガードレールの試作品図

籍



　
　
　
　

　
　

　　
　

中
で
も
特
に
観
光
客
が
集
ま

‘

天

涌
谷
｣
及
び
道
の
駅

養

礬
添礬
縣詫纖裁
き

｢箱
根
峠
｣
の
二
ヵ
所
で
、
試

.

　　　
　　
　
　

　

　
　　
　　

作
品
を
展
示
し
て
実
施
し
た

、

と
こ
ろ
、
実
に
約

｢
六
〇
〇

人
の
方
か
ら
回
答
を
得
る
こ

く

と
が
で
き
た

(写
真
2
)。

の

ま
た
、

一
一
月
中
旬
か
ら

鞭
も
む
雌鰯
武豊

･

‐

ら
も
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し

lき
I

た
。
ヒ
ア
リ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー

ト
で
は
九
0
%
以
上
が
箱
根

以
外
か
ら
訪
れ
た
観
光
客
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ン
ケ
ー

ト
に
お
い
て
は
、
主
に
箱
根
在
住
、
在
勤
者
を
対
象
に
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
協

力
依
頼
広
報
を
行
い
、
こ
ち
ら
に
つ
い
て
は
約

一
0
0
人
の
回
答
が
あ
り
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
ア
ン
ケ
ー
ト
と
併
せ
て
、
計
約

一
、七
〇
0
人
の
回
答
を
得
ら

れ
た
。

子様の　　　ケ　　ア　　

2

ア
ン
ケ
ー
ト
の
内
容
と
結
果

ア
ン
ケ
ー
ト
の
質
問
内
容
は
大
き
く
分
け
て
次
の
二
つ
で
あ
る
。

《
問
1
》
こ
の
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
取
組
み
を
進
め
る
べ
き
か
?

《問
2
》
試
作
品
の
中
で
、
一
番
景
観
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
タ

イ
プ
は
?

ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
と
し
て
、
問
1
に
対
し
て
は

｢道
路
全
線
で
積
極
的

に
進
め
る
べ
き
｣
が
四
七

･
二
%
、
｢交
通
量
の
多
い
道
路
や
場
所
で
な
ら

進
め
る
べ
き
｣
が
三
四
･
七
%
、
合
わ
せ
て
八
割
以
上
の
方
が
、
こ
の
取
組

み
を
進
め
る
べ
き
と
回
答
さ
れ
た

(図
2
)。
こ
の
結
果
か
ら
見
て
、
木
製

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
取
組
み
を
進
め
る
コ
ン
セ
ン
サ
ス
は
十
分
得
ら
れ
た
と
確

信
し
、
担
当
者

一
同
、
開
発
成
功
に
対
す
る
思
い
が
俄
然
強
く
な
っ
た
。

問
2
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
A
案

｢丸
太
3
本
タ
イ
プ
｣
と
D
案

｢丸

太

･
平
板
併
用
タ
イ
プ
｣
が
、
お
お
よ
そ
人
気
を
二
分
し
た
が
、
一
本
の
丸

太
を
三
枚
に
ス
ラ
イ
ス
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
か
ら
残
材
が
発
生
し
に
く
い

こ
と
や
、
制
作
コ
ス
ト
が
安
い
等
の
理
由
か
ら
D
案
が
最
終
デ
ザ
イ
ン
と
な

っ
た

(図
3
)
。

もう少し試験施工を行い、判断した方がよいも

い

ド

、o
ほ

か

な

方

製

ら

た

木

か

め

明

わ

や

不

2

圓

鬮

図

図 木製ガードレール推進に係るアンケート結果

Q 箱根地域など観光地の道路において、試験施工
のような木製ガードレールの取組みを進めること
について、 どのように思いますか ?

全

量

ら

た

路

通

か

め

明

3

道

交

わ

や

不

騙

□

圓

鬮

図

道路全線で積極的に進めるべきだ
交通量の多い道路や場所であるなら、進めるべきだ

%　　



四

神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
特
徴

1

構

造

行
政
主
導
で
開
発
し
た
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
し
て
は
、
本
誌
二
〇
〇
七

年
二
月
号
で
長
野
県
が
設
置
し
た

｢信
州
型
｣
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
が
、
当

所
で
開
発
し
た
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
最
大
の
特
徴
は
、
｢既

存
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
そ
の
ま
ま
利
用
で
き
る
｣
こ
と
で
あ
る
。
前
項
で
も

少
し
触
れ
た
が
、
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
直
径

三
一
皿
の
間

伐
丸
太
材
を
三
枚
に
ス
ラ
イ
ス
し
、
既
存
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
ビ
ー
ム
に
ボ

ル
ト
と
金
具
で
固
定
す
る
構
造
で
あ
る

(図
5
)。

研
究
開
発
に
着
手
し
た
当
初
、
最
初
に
行
っ
た
こ
と
は
、
既
に
い
く
つ
か
販

売
さ
れ
て
い
る
民
間
等
製
品
の
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
調
査
で
あ
っ
た
が
、
調

査
結
果
と
し
て
は
、
ど
の
製
品
も
値
段
が
高
く
、
構
造
が
頑
強
な
も
の
が
多
か

っ
た
。
｢箱
根
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
全
て
こ
の
製
品
で
整
備
す
る
と
し
た
ら
、

い
っ
た
い
ど
れ
だ
け
の
金
額
と
期
間
を
要
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
･!
｣
と
感
想
を

持
ち
つ
つ
も
、
色
々
な
製
品
を
見
比
べ
て
い
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
木

製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
と
言
い
つ
つ
も
、
木
材
だ
け
で
は
強
度
が
足
り
ず
裏
面
や
内

側
に
金
属
を
入
れ
る
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
い
る
製
品
が
多
い
こ
と
だ
。
そ
れ

な
ら
ば
既
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
上
か
ら
木
材
ユ
ニ
ッ
ト
を
取
付
け
た
ハ
イ
ブ

ノ
ッ
ド
構
造
と
し
、
既
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
強
度
や
機
能
は
そ
の
ま
ま
活
か

し
た
方
が
、
よ
り
シ
ン
プ
ル
で
使
い
勝
手
も
良
い
と
い
う
発
想
に
至
っ
た
。

こ
の
手
法
な
ら
ば
、
景
観
向
上
は
も
と
よ
り
、
既
存
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を

撤
去
す
る
必
要
が
な
く
、
廃
材
が
発
生
し
な
い
。
結
果
、
環
境
に
よ
く
、
ま

た
非
常
に
安
価
に
整
備
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。
更
に
、
木
材
と
の
ハ
イ
ブ

J
ッ
ド
構
造
に
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
防
護
柵
と
し
て
の
機
能
強
化
、
例
え

30 道行セ 2008.3

･ 1本の丸太から横梁木材を製作

･コストが有利 (丸太を 2本使用する場

合と 1本で製作する場合では、 1 m 当

たり約 1,000円程度のコスト削減とな

る)

･残材が少ない (無駄なく、木材を使用

とができる)

理由 4 ｢視線誘導機能や路線識別の
付加などの応用性が高い｣

横梁中央部の平板を利用

　　　　
線
サ

等

　
　
　

　

　　　
　

　
　
　
　

　
　
　
　
　

　　
　　　

　
　
　
　　

、

い

材

し
く

部

く

に
た

に

し
し

れ
散
定

折

飛
安

①
②
③

理由 3 ｢安全性が高い｣

図 3 試作品Dタイプを最終デザインとした理由

理由 1 ｢コストが安い｣ ±理由 2 ｢残材が発生しにくい｣

1本の丸太から横梁を製作

コストが有利 ･残材が少なし



ば
衝
突
時
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
効
果
や
、

一
昨
年
前
に
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
た

金
属
片
の
付
着
防
止
効
果
な
ど
も
期
待
で
き
る
。

な
お
、
開
発
過
程
に
お
い
て
は
、
木
材
ユ
ニ
ッ
ト
が
既
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

の
変
形
を
拘
束
す
る
こ
と
や
、
既
設
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
ボ
ル
ト
穴
を
空
け
る

こ
と
に
よ
る
断
面
欠
損
、
木
材
及
び
取
付
け
ボ
ル
ト
の
被
断
な
ど
、
考
え
ら

れ
る
か
ぎ
り
の
マ
イ
ナ
ス
要
因
に
つ
い
て
も
構
造
検
討
を
行
い
、
更
な
る
改

良
を
加
え
て
い
る
。
ま
た
、
現
場
で
の
施
工
工
程
を
簡
素
化
し
、
経
済
性
を

更
に
高
め
る
工
夫
も
行
っ
て
い
る
。

2

耐
久
性

木
材
を
土
木
構
造
物
と
し
て
利
用
す
る
上
で
、
一
番
の
課
題
は
や
は
り
耐

久
性
で
あ
る
。
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
防
護
柵
と
し
て
の
基

本
性
能
を
既
存
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
担
っ
て
い
る
の
で
、
た
と
え
木
材
が
腐

っ
て
も
強
度
的
に
は
問
題
な
い
が
、
腐
朽
に
よ
っ
て
、
八
の
力
程
度
で
木
材

が
割
れ
ケ
ガ
を
し
た
り
す
れ
ば
、
本
末
転
倒
と
な
っ
て
し
ま
う
。

そ
こ
で
、
｢木
製
道
路
施
設
の
耐
久
設
計
･維
持
管
理
指
針
｣
を
策
定
す

べ
く
技
術
研
究
を
行
っ
て
い
る
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
研
究
総

括
者
で
あ
る
神
谷
文
夫
博
士
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
頂
き
、
防
腐
処
理
と
し
て

｢A
C
Q
｣
と
い
う
銅
系
の
木
材
保
存
剤
を
、
大
き
な
圧
力
容
器
の
中
で
木

材
に
加
圧
注
入
す
る
方
式
を
採
用
し
た
。
同
研
究
所
で
は
、
こ
の
A
C
Q
加

圧
注
入
に
よ
る
防
腐
処
理
を
行
っ
た
木
杭
を
用
い
て
暴
露
試
験

(※
)
を
行

っ
て
お
り
、
二
〇
年
以
上
経
過
し
た
現
在
で
も
、
耐
久
性

(腐
朽
度
)
に
は

全
く
問
題
な
い
と
い
う
。
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
お
い
て
も
、
当
該
手
法
に

よ
り
二
〇
年
程
度
の
耐
久
性
は
保
て
る
と
予
想
し
て
い
る
。

※
･!
人
工
的
に
腐
朽
し
や
す
い
環
境
を
作
り
、
木
材
の
耐
久
性
等
を
テ
ス
ト
す
る
も
の
。

五

衝
突
実
験
に
よ
る
嚢
金
性
の
確
認

1

防
護
柵
の
性
能
基
準

防
護
柵
設
置
基
準
で
は
、
防
護
柵
と
し
て
四
つ
の
性
能
規
定
を
設
け
て
い

る
。
①
車
両
の
逸
脱
防
止
性
能

(突
破
し
な
い
、
防
護
柵
外
側
へ
の
は
み
出

し
が
規
定
値
以
内
で
あ
る
)、
②
乗
員
の
安
全
性
能

(車
両
の
受
け
る
加
速

度
が
規
定
値
以
内
で
あ
る
)、
③
車
両
の
誘
導
性
能

(横
転
し
な
い
、
衝
突

後
の
離
脱
速
度
や
角
度
が
規
定
値
以
内
で
あ
る
)、
④
構
成
部
材
の
飛
散
防

止
性
能

(構
成
す
る
部
材
が
大
き
く
飛
散
し
な
い
)
で
あ
る
。

く
り
か
え
し
述
べ
る
こ
と
と
な
る
が
、
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

は
既
設
の
鉄
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
活
用
し
た
構
造
で
あ
り
、
車
両
の
衝
突
に

対
す
る
強
度
等
は
既
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
担
う
こ
と
を
想
定
し
て
い
る
。

し
か
し
、
実
用
化
に
あ
た
っ
て
、

一
つ
だ
け
確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ

と
が
あ
っ
た
。
木
材
の
飛
散
で
あ
る
。

道行セ 2008,3 31

2

防
護
柵
の
衝
突
実
験
施
設

防
護
柵
と
し
て
の
性
能
実
験
を
行
う
公
的
施
設
は
、
国
内
で
唯
一
、
茨
城

県
つ
く
ば
市
に
あ
る
国
土
交
通
省
国
土
技
術
政
策
総
合
研
究
所
に
あ
る
。
四

〇
0
m
に
お
よ
ぶ
滑
走
路
を
特
殊
な
牽
引
装
置
で
誘
導
さ
れ
た
実
験
車
両
が

規
定
ス
ピ
ー
ド
で
防
護
柵
に
衝
突
す
る
。
民
間
メ
ー
カ
ー
を
含
め
、
新
し
い

防
護
柵
の
製
品
を
開
発
し
、
公
的
に
防
護
柵
と
し
て
の
性
能
証
明
を
求
め
る

場
合
は
、
必
ず
当
該
実
験
施
設
で
の
衝
突
実
験
に
臨
み
、
こ
れ
に
合
格
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
か
な
り
高
額
な
実
験
費
用
が
か
か
る
も
の
の
、
予
想
ど

お
り
の
結
果
が
出
な
い
場
合
も
数
多
く
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。
し
か
も
、
今

回
は
"生
も
の
“
と
も
言
え
る
木
材
で
あ
る
。
品
質
が
一
定
で
な
い
木
材
を



取
付
け
た
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
、
ど
の
よ
う
に
挙
動
す
る
の
か
予
想
も
で
き
な

い
不
安
の
な
か
、
実
験
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
た
。

て
上
げ
る
こ
と
と
し
た
。

3

実
験

平
成
一
九
年
九
月
、
当
該
実
験
施
設
で
の
衝
突
実
験
に
臨
ん
だ
。

本
県
が
管
理
す
る
道
路
に
お
い
て
、
既
に
設
置
さ
れ
て
い
る
ガ
ー
ド
レ
ー

ル
の
種
別
は
、
C
種

(
一
般
区
間
で
設
計
速
度
が
五
○
蹴
/
h
以
下
)
が
殆

ど
で
あ
る
が
、
今
回
の
実
験
で
は
木
材
の
飛
散
に
主
眼
を
お
い
て
い
る
こ
と

か
ら
、
実
験
条
件
を
B
種

(
一
般
区
間
で
設
計
速
度
が
六
○
蝿
/
h
以
上
、

ま
た
は
重
大
な
被
害
が
発
生
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
区
間
で
設
計
速
度
が
五
○

如
/
h
以
下
)
に
ラ
ン
ク
ア
ッ
プ
し
、
実
験
車
両
の
衝
突
ス
ピ
ー
ド
を
あ
え

　
　　
　

　　
　
こ
ぎ
　
　
　
　　
　

写真3 衝突実験の様子

景
観
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
と

ク
ッ
シ
ョ
ン
効
果
に
期
待

富
野限
り
司
議百GJI為号
で
流度
者
【笹
｣ぬ
J

　　　

特報町内の国鎖1月

｢特高笛裸
型｣と各
り、袂利な形で金興
行
‐

で嫌̂縦の鬮的材を使
っ
付けられた木製刀1ド
炉
ミ絶
するのが問題に
…

た木製ガードレールの
し1ルは、厩観の鰻製
な
ったが、木製ならそ
-

費謎が進
められ
てい
ガ1賞
しールの上に1
の心配もなく、串が曲
‐

た木製ガードレールの
し1ルは、厩観の鰻製
な
ったが、木製ならそ
-

　
　
　
　
　　　　
　
　
　
　
　
　
　　

　　
　　　
　　
　
　　

　　
　　　　　
　
　
ガードし!凡打鰻翼さ

れているのは約¥DJ。

このうち今年度は声ノ
-

期群の二鰭堆
から芦之

翻までの約1
′6ゴに

用ゐ歩な
い薄め、水損
…鱒圏、案準一露以降も稲

銹
偽≦b然の罷闘が懸
‐決裁費個所を依一大
寸

,

‘.

急されている。このた
る。ざらと野
#鮪
･鑄
…
R
r

　
　
　

　　
　
　
　
　
　
　

　

幅
榊
癩
藤城

　
　
　
　
　木製ガードレールの設置を伝える新聞記事(平成 19年 12月 2 8日付 毎日新聞)

4

実
験
結
果

実
験
会
場
内
に
、
放
送
で
｢実
験
開
始
一
0
秒
前
。
一
○
、
九
、
八
、
･･･

三
、
二
、

一
、
発
車

っ
ー
｣

と
ア
ナ
ウ
ン
ス
が
流
さ
れ
、
い
よ
い
よ
実
験
車

両
が
発
車
さ
れ
た
。
研
究
開
始
か
ら
二
年
の
月
日
を
か
け
て
構
造
検
討
、
コ

ン
セ
ン
サ
ス
の
取
得
を
行
っ
て
き
た
成
果
で
あ
る
。
既
設
の
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

が
存
在
す
る
と
は
い
え
、
木
材
の
飛
散
の
み
な
ら
ず
、
想
定
さ
れ
る
失
敗
要

素
は
数
々
あ
る
。
関
係
者

一
同
、
手
に
汗
を
握
り
実
験
成
功
を
祈
っ
た
。

｢
バ
キ
バ
キ
バ
キ
バ
キ
ッ
=
こ

と
け
た
た
ま
し
い
音
と
と
も
に
木
製
ガ
ー

ド
レ
ー
ル
に
衝
突
し
た
実
験
車
両
は
、
再
び
車
道
側
に
戻
さ
れ
停
車
し
た

(写
真
3
)。

成
功
で
あ
る
。
実
験
会
場
は
、
い
た
る
と
こ
ろ
で
拍
手
が
鳴
り
、

握
手
が
交
わ
さ
れ
た
。
木
材
も
部
分
的
に
脱
落
が
見
ら
れ
た
も
の

の
、
主
要
部
材
に
取
り
外
れ
は
見
ら
れ
ず
、
防
護
柵
は
一
体
構
造

を
保
持
し
て
い
た
。

穴

実
施
工
事
と
令
離
の
予
定

衝
突
実
験
の
成
功
を
も
っ
て
、
平
成

一
九
年

三

月
、
箱
根
の

主
要
な
幹
線
道
路
で
あ
り
、
ま
た
箱
根
駅
伝
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
場
面

と
し
て
も
有
名
な
国
道
一
号
の
箱
根
町
元
箱
根
か
ら
同
町
若
之
湯

の
間
、
約

一
･
五
如
の
実
施
工
事
に
着
手
し
た
。
ま
た
、
箱
根
地

区
で
実
施
さ
れ
た
こ
と
に
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ
り
、
さ
っ
そ

く
四
大
新
聞
紙
を
は
じ
め
多
く
の
新
聞
社
が
報
道
し
、
ラ
ジ
オ
番

組
で
も
紹
介
さ
れ
た

(図
4
)。
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ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
加
え
、
各
報
道
で
も
当
該
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
が
景
観

向
上
に
効
果
が
あ
る
取
組
み
で
あ
る
と
評
価
を
頂
い
た
こ
と
も
あ
り
、
今
後
も
、

国
道
一
号
を
中
心
に
、
順
次
、
設
置
範
囲
を
拡
大
し
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

こ
の
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
見
た
観
光
客
の
皆
様
が
、
｢箱

根
に
来
た
な
あ
｣
と
少
し
で
も
感
じ
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
あ
る
。

ま
た
、
今
回
開
発
し
た
神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
は
、
広
く
他
の

道
路
管
理
者
に
も
使
用
し
て
頂
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
あ
え
て
特
許
や

実
用
新
案
は
取
得
し
て
い
な
い
。
構
造
図
に
つ
い
て
は
、
本
県
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
る
の
で
、
是
非
、
ご
覧
に
な
っ
て
頂
き
た
い
。

[神
奈
川
県
型
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
に
関
す
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス
]

　
　
　
　
　
　
　
　
　　
　
　
　　
　
　　
　　
　
　
　

　
　　
　
　
　
　
　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七

木
製
工
事
表
示
看
板
に
つ
い
て

木
製
に
ち
な
み
、
も
う

一
つ
本
県
の
取
組
み
を
紹
介
し
た
い
。

公
共
工
事
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
必
ず
工
事
現
場
の
見
易
い
場
所
に
、

｢ご
迷
惑
を
お
か
げ
し
ま
す
｣
｢○
○
を
な
お
し
て
い
ま
す
｣
と
い
っ
た
大
型
の

表
示
看
板
を
設
置
す
る
こ
と

と
な
っ
て
い
る
が
･
当
事
務

紗

でき虱
朧
薹
鰹

糊

所
で
は
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

-･

車道補強の地,回錮嚇
を打議し超います。

　　　　　　
　　　　　　　　 　　

　
　

　
　
　

　

　

　
　
　
　
　

　

所
で
は
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル

示

と
と
も
に
･
県
産
間
伐
材
を

.･
群
一顧
鬱
朧

、
叢

使
用
し
た
木
製
工
事
表
示
看

憲
も鰯薦

讓
欝藁

蜘

　
　
　
　
　

　

　
　
　　
　
　

　

板
を
制
作
し
･
箱
根
の
道
路

を,

,

鑓

工
事
を
対
象
に
試
行
と
し
て

設
置
し
て
い
る

(写
真
4
)。

こ
の
木
製
看
板
の
デ
ザ
イ

ン
は
、
江
戸
時
代
を
連
想
さ
せ
る
外
観
に
加
え
、
表
面
に

｢焼
き
｣
と
呼
ば

れ
る
処
理
を
行
う
な
ど
、
周
り
の
自
然
景
観
に
配
慮
し
、
道
路
工
事
の
イ
メ

ー
ジ
ア
ッ
プ
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
木
材
加
工
の
専
門
家
の
意

見
を
伺
い
な
が
ら
、
強
度
に
加
え
、
現
場
で
の
扱
い
易
さ
に
も
考
慮
し
た
構

造
と
し
て
い
る
。

試
行
と
い
う
こ
と
で
、
木
製
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
同
様
、
ま
ず
は
国
際
観
光
地

で
豊
か
な
自
然
を
多
く
残
す
箱
根
と
し
た
。
ま
た
、
多
く
の
県
民
、
観
光
客

の
目
に
留
ま
る
こ
と
を
考
慮
し
、
道
路
工
事
を
対
象
と
し
た
。

今
後
、
こ
れ
を
ご
覧
に
な
っ
た
県
民
や
観
光
客
、
行
政
、
建
設
関
係
者
の

評
判
や
意
見
を
踏
ま
え
る
と
と
も
に
、改
良
･
改
善
で
き
る
部
分
は
対
応
し
、

順
次
、
工
事
の
種
類
や
エ
リ
ア
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
、
最

終
的
に
箱
根
~
丹
沢
地
域
等
の
山
間
部
に
お
け
る
全
て
の
公
共
工
事
の
標
準

仕
様
に
な
れ
ば
と
希
望
し
て
い
る
。
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八

お
わ
り
に

こ
れ
ま
で
の
道
路
建
設
や
河
川
改
修
な
ど
の
土
木
事
業
は
、
生
活
基
盤
の

整
備
に
あ
た
り

｢壊
れ
な
い
よ
う
硬
く
｣
そ
し
て

｢
コ
ス
ト
を
抑
え
、
量
を

求
め
る
｣
が
常
識
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
今
回
の
間
伐
材
を
使
用
し
た
取
組

み
は
、
景
観
や
環
境
な
ど

｢生
活
基
盤
の
質
｣
と
い
う
新
た
な
国
民
ニ
ー
ズ

に
よ
っ
て
始
ま

っ
た
も
の
で
あ
る
。

間
伐
を
必
要
と
す
る
森
林
と
見
比
べ
て
、
当
該
取
組
み
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ

る
間
伐
材
の
量
は
わ
ず
か
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
う
し
た
取
組
み
を
き
っ
か
け

と
し
て
少
し
で
も
間
伐
材
の
需
要
が
拡
大
さ
れ
る
こ
と
を
強
く
期
待
し
た
い
。

ま
た
、
本
稿
が
、
他
の
地
域
で
同
様
の
取
組
み
を
志
す
方
々
の
お
役
に
立

て
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。



神奈川県型木製ガードレール 一般図

ガードレール取付部詳細
(部材名と寸法)

度

2,000 2,00O

25O 4 x 87 = 3再随 一ヌ50

l6 (木製防護鶏取付治具) 上段横梁

炉墜 rg
僻卷 '、＼′ -!; ･ '鱒とぶ ＼ { { ゞ ′/ 溌ミ行き . - 謝 / {＼

′ k′ 、＼ペン＼ {′、 ＼
飼溌 ′̂"E漢乘 U ゞ"騒ご〉 、 ＼ , ^、ゞ′溌ミトジ l̂ - 瀦 シミ
l 鎌.綴一則l (支柱)

"盤

※ 設置箇所の選定に当たっては、路肩の確保に留意すること。

図 5 神奈川県型木製ガードレールの構造図
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〔
一
審
判
決
〕
平
成
一
四
年
七
月

九
日

奈
良
地
裁

請
求
一
部
認
容

三 ′, .
a
m
･ - ㈱

(被
告
控
訴
)

〔二
審
判
決
〕
平
成
一
八
年
二
月
二
二
日

大
阪
高
裁

請
求
棄
却(原
告
上
告
)

〔三
審
判
決
〕
平
成
一
八
年
七
月
一
三
日

最
高
裁

上
告
棄
却(確
定
)

は
じ
め
に

本
件
は
、
原
告
が
所
有
す
る
土
地

(以
下

｢本
件
土
地
｣
と
い
う
)
の
地

中
に
、
県
道
に
降
っ
た
雨
水
等
を
排
水
す
る
排
水
管
が
通
っ
て
い
る
の
で
、

地
上
に
建
物
を
建
築
す
る
に
は
、
当
該
排
水
管
の
養
生
工
事
を
せ
ざ
る
を
得

ず
、
そ
の
費
用
に
見
合
う
損
害
及
び
将
来
と
も
当
該
排
水
管
が
存
続
す
る
こ

と
に
よ
る
賃
料
相
当
損
害
を
被
っ
た
と
主
張
し
て
、
選
択
的
に
、
①
国
家
賠

償
責
任
に
基
づ
き
、
②
不
法
行
為
に
基
づ
き
、
③
損
失
保
証
責
任
に
基
づ
き
、

損
害
賠
償
請
求
を
求
め
た
事
案
で
あ
る
。

本
件
で
は
、
民
有
地
に
存
す
る
排
水
管
が
道
路
管
理
者
の
設
置
･管
理
す

る
営
造
物
に
該
当
す
る
か
否
か
が
焦
点
と
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
、
一
審
と
二

審
で
そ
の
判
断
が
異
な
っ
て
い
る
。

一
審
で
は
、
｢県
道
側
溝
と
本
件
排
水
管
は
機
能
上

一
体
と
な
っ
て
い
る

被
告
の
設
置
管
理
す
る
営
造
物
と
い
え
る
。
こ
の
よ
う
に
民
有
地
で
あ
る
本

件
土
地
の
地
中
に
あ
る
本
件
排
水
管
を
経
由
し
な
け
れ
ば
県
道
側
溝
に
集
ま

っ
た
水
を
排
水
で
き
な
い
よ
う
に
な
っ
て
い
て
、
し
か
も
本
件
排
水
管
の
設

置
に
つ
き
原
告
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、
設
置
管
理
に
瑕
疵

が
あ
る
と
い
え
る
止

と
し
て
、
道
路
管
理
者
の
責
任
を
認
容
し
た
。

一
方
、
二
審
で
は
、
｢県
道
東
側
の
側
溝
が
本
件
暗
渠
以
南
に
設
置
さ
れ

て
い
な
い
こ
と
が
、
道
路
構
造
な
い
し
管
理
に
関
し
何
ら
か
の
行
政
上
の
問

題
を
包
含
す
る
余
地
が
あ
り
、
ま
た
、
僅
か
と
は
い
え
、
県
道
上
の
路
面
排

水
が
、
本
件
土
地
内
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
に
流
れ
込
み
、
い

わ
ば
他
人
の
所
有
地
を
通
過
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る
私
法
上
の
問
題
が
残
る

余
地
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
こ
と
自
体
に
よ
っ
て
、
県
道
や
本
件
土
地
に

路
面
排
水
が
民
有
地
に
設
け
ら
れ
た
排
水
管
に
流
入
し
て
い
る
場
合
の

当
該
排
水
管
の
管
理
主
体
、
道
路
管
理
瑕
疵
が
争
わ
れ
た
事
例
①

ー
県
道
脇
民
有
地
排
水
管
に
係
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
ー

道
路
局
道
路
交
通
管
理
課

青
柳

敬
直
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危
険
を
及
ぼ
す
も
の
と
は
認
め
が
た
く
、
県
道
の
排
水
設
備
が
本
来
備
え
る

べ
き
安
全
性
を
欠
如
し
て
い
る
も
の
と
は
い
え
ず
、
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え

な
い
弓

と
し
て
、
道
路
管
理
者
の
責
任
を
否
定
し
た
。

以
下
、
高
裁
判
決
か
ら
国
家
賠
償
法
二
条
に
係
る
部
分
を
抜
粋
し
紹
介
す

る
こ
と
と
し
た
い
。

第
一

原
告
の
主
張

=

公
の
営
造
物
の
設
置
費
理
の
瑕
疵

1

設
置
管
理

被
告
は
、
本
件
土
地
の
西
側
沿
い
に
南
北
に
通
じ
る
県
道

(本
件
土
地
近

辺
で
は
北
か
ら
南
に
下
り
勾
配
と
な
っ
て
い
る
。)
を
管
理
し
て
い
る

(か

つ
て
は
国
の
設
置
管
理
に
係
る
国
道
で
あ
っ
た
が
、
被
告
が
そ
の
管
理
を
承

継
し
た
も
の
で
あ
る
)。

被
告
は
、
①
県
道
東
側
沿
い
歩
道
下
の
側
溝
暗
渠

(別
図
の
B
地
点
か
ら

北
方
に
存
す
る
。
以
下

｢本
件
暗
渠
｣
と
い
う
)、
②
本
件
暗
渠
南
端
の
同

図
面
の
B
地
点
の
会
所

(本
件
暗
渠
南
端
と
本
件
土
地
の
北
側
沿
い
東
方
か

ら
県
道
に
達
す
る
私
道

へ
以
下

｢私
道
｣
と
い
う
〉
の
北
側
側
溝
と
の
合
流

点
、
以
下

｢B
会
所
｣
と
い
う
)
、
③
本
件
土
地
の
北
西
角
内
の
同
図
面
の

A
地
点
に
存
す
る
マ
ン
ホ
ー
ル

(以
下

｢A
マ
ン
ホ
ー
ル
｣
と
い
う
)、
④

B
会
所
か
ら
県
道
東
側
沿
い
南
方
の
同
図
面
の
C
地
点
の
行
き
止
ま
り
壁

(以
下

｢C
壁
｣
と
い
う
)
ま
で
の
側
溝

(以
下

｢B
C
間
側
溝
｣
と
い
う
)、

⑤
B
会
所
か
ら
A
マ
ン
ホ
ー
ル
ま
で
通
じ
る
地
中
埋
設
排
水
管

(以
下

｢B

A
間
埋
設
管
｣
と
い
う
)
、
⑥
C
壁
脇
か
ら
A
マ
ン
ホ
ー
ル
ま
で
通
じ
る
地

中
埋
設
排
水
管

(以
下

｢C
A
間
埋
設
管
｣
と
い
う
)
及
び
⑦
A
マ
ン
ホ
ー

道県

　　　

蛔
セ　お



ル
か
ら
本
件
土
地
東
南
角
の
別
図
の
D
地
点
の
出
水
口
(以
下
｢D
出
水
口
｣

と
い
う
)
ま
で
別
図
の
点
線
に
よ
り
直
線
状
に
通
じ
る
地
中
埋
設
排
水
管

(以
下

｢A
D
間
埋
設
管
｣
と
い
う
。
②
な
い
し
⑦
を
総
称
す
る
場
合

｢本

件
排
水
設
備
｣
と
い
う
)
を
、
一
体
と
な
る
公
の
営
造
物
た
る
道
路
排
水
設

備
と
し
て
設
置
又
は
管
理

(国
か
ら
の
管
理
の
承
継
を
含
む
)
し
て
い
る
。

2

事
実
上
の
管
理

仮
に
B
会
所
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、
C
A

間
埋
設
管
及
び
A
D
間
埋
設
管

(本
件
排
水
設
備
)
は
、
こ
れ
ら
を
設
置
し

た
の
が
被
告
で
は
な
く
、
第
三
者
の
民
間
人
で
あ
り
、
被
告
が
正
規
の
管
理

を
し
て
い
な
い
と
し
て
も
、
左
記
①
な
い
し
③
の
と
お
り
、
こ
れ
ら
に
は
被

告
の
事
実
上
の
管
理
が
及
ん
で
い
た
か
ら
、
公
の
営
造
物
の
一
部
を
な
す
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
る
。

①
本
件
暗
渠
と
一
体
と
し
て
の
道
路
排
水
設
備

道
路
排
水
に
関
し
て
は
、
道
路
の
安
全
性
の
維
持
の
た
め
、
道
路
の

立
地
条
件
、
交
通
量
、
沿
道
の
状
況
、
降
雨
量
、
集
水
量
等
に
加
え
て

経
済
性
等
を
も
考
慮
し
、
適
切
な
排
水
計
画
の
下
に
、
十
分
な
排
水
能

力
を
有
す
る
規
模
の
設
備
を
設
置
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
、
本

件
排
水
設
備
は
、
本
件
暗
渠
と
一
体
と
な
っ
て
、
当
該
周
辺
地
域
の
排

水
量
に
応
じ
た
排
水
能
力
を
有
す
る
設
備
と
し
て
機
能
し
、
県
道
の
排

水
設
備
と
し
て
の
基
準
を
満
た
し
て
お
り
、
そ
の
設
置
段
階
に
お
け
る

道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ
た
と
し
か
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

②
A
D
間
埋
設
管
の
基
準
合
致

A
D
間
埋
設
管
の
口
径
や
勾
配
等
の
仕
様
は
、
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
建
設
局
企
画
部
監
修
の
設
計
便
覧

(案
)
道
路
編
の
基
準
に
合
致
し

て
お
り
、
そ
の
設
置
段
階
に
お
け
る
道
路
管
理
者
の
関
与
が
あ
っ
た
と

し
か
考
え
ら
れ
な
い
状
況
に
あ
る
。

③
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
改
造
工
事

A
マ
ン
ホ
ー
ル
は
、
か
つ
て
そ
の
上
部
が
地
上
か
ら
約
三
0

m
程
度

突
出
し
て
い
て
、
形
状
も
四
角
形
で
あ
っ
た
が
、
被
告
は
、
昭
和
五
〇

年
代
後
半
に
こ
の
突
出
部
分
を
削
っ
て
平
坦
に
し
、
丸
形
の
マ
ン
ホ
ー

ル
に
改
造
す
る
工
事
を
施
工
し
た
。
な
お
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
に
被
さ
れ

て
い
る
鉄
蓋
は
、
K
工
業
株
式
会
社
が
昭
和
五
六
年
に
製
造
し
、
そ
の

頃
被
告
に
対
し
て
納
品
し
た
製
品
で
あ
る
。

④

溢
水
防
止
作
業

昭
和
五
〇
年
代
の
終
わ
り
頃
、
県
道
が
大
雨
で
冠
水
し
た
際
、
被
告

の
土
木
事
務
所
職
員
が
や
っ
て
き
て
、本
件
土
地
に
土
嚢
を
積
み
上
げ
、

A
D
間
埋
設
管
に
よ
る
排
水
を
確
保
し
、
溢
水
を
防
止
す
る
作
業
を
実

施
し
た
。

①
破
壊
閉
鎖
阻
止
の
方
針

被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
は
、
被
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
破
壊
し
た

り
閉
鎖
し
た
り
し
よ
う
と
し
た
場
合
に
は
、
被
告
に
お
い
て
で
き
る
限

り
の
法
律
を
使
っ
て
阻
止
す
る
対
応
を
と
る
方
針
で
あ
る
。

◎

交
渉
等

被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
は
、
本
訴
提
起
に
先
立
つ
原
告
と
の
交
渉

に
お
い
て
、
A
D
間
埋
設
管
が
県
道
の
維
持
管
理
の
た
め
に
必
要
不
可

欠
で
あ
る
と
し
て
、
原
告
に
対
し
補
償
を
申
し
入
れ
、
ま
た
、
巨
額
の

予
算
を
投
じ
て
C
壁
か
ら
県
道
東
側
沿
い
に
側
溝
の
延
長
工
事
を
施
工

す
る
こ
と
を
検
討
す
る
な
ど
し
た
。
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の
再
度
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
改
造
工
事
の
言
明

被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
は
、
平
成
九
年
七
月
二
九
日
、
原
告
か
ら
、

本
件
土
地
上
に
三
階
建
て
の
マ
ン
シ
ョ
ン
兼
テ
ナ
ン
ト
ビ
ル

(以
下

｢本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
｣
と
い
う
)
を
建
築
す
る
に
つ
い
て
、
A
マ
ン
ホ

ー
ル
の
高
さ
が
敷
地
面
よ
り
高
く
な
る
か
ら
そ
の
対
応
を
し
て
ほ
し
い

旨
の
要
望
を
受
け
た
際
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
の
高
さ
を
切
り
下
げ
る
工
事

を
す
る
用
意
が
あ
る
旨
明
言
し
た
。

3

瑕
疵

県
道
の
東
側
側
溝
は
、
本
件
暗
渠
か
ら
B
会
所
次
い
で
B
C
間
側
溝
を
経

て
C
壁
に
お
い
て
行
き
止
ま
り
と
な
り
、
本
件
暗
渠
の
北
方
か
ら
下
っ
て
き

た
流
水
は
、
B
会
所
か
ら
B
A
間
埋
設
管
、
或
い
は
B
C
間
側
溝
次
い
で
C

A
間
埋
設
管
を
経
て
本
件
土
地
内
に
あ
る
A
マ
ン
ホ
ー
ル
に
至
り
、
そ
こ
か

ら
A
D
間
埋
設
管
を
経
て
D
出
水
口
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
水
路
に
流
れ
込
ん

で
い
る
。

被
告
は
、
県
道
の
管
理
者
と
し
て
、
県
道
の
排
水
設
備
を
整
備
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
の
に
、
県
道
の
東
側
沿
い
に
本
件
暗
渠
か
ら
南
方
に
B
会
所
次

い
で
B
C
間
側
溝
を
経
て
C
壁
で
行
き
止
ま
り
と
な
る
側
溝
を
設
置
し
た
の

み
で
、
C
壁
か
ら
南
方
に
側
溝
を
設
置
せ
ず
、
民
有
地
で
あ
る
本
件
土
地
内

に
そ
の
所
有
者
の
同
意
を
得
な
い
で
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
を

設
置
管
理
し
、
仮
に
設
置
し
た
の
で
な
い
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
を
事
実
上
管

理
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
を
不
法
占
有
し
、
本
来
側
溝
に
よ
る
べ

き
排
水
機
能
を
代
替
さ
せ
た
が
、
A
D
間
埋
設
管
に
十
分
な
強
度
を
付
与
し

な
い
ま
ま
放
置
し
て
い
た
た
め
、
本
件
土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築

す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
A
D
間
埋
設
管
が
そ
の
重
量
に
耐
え
ら
れ
ず
、
地
上

に
危
険
を
及
ぼ
す
事
態
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
所
有
者
の
所
有
権
の
行
使
を

妨
げ
る
状
態
と
な
っ
た
。

し
た
が
っ
て
、
本
件
排
水
設
備
は
、
民
有
地
で
あ
る
本
件
土
地
の
無
断
使

用
を
前
提
と
す
る
本
来
あ
り
得
な
い
異
例
な
構
造
で
あ
る
と
い
う
欠
陥
を
有

す
る
ほ
か
、
本
件
土
地
所
有
者
の
所
有
権
の
行
使
を
妨
げ
る
と
と
も
に
、
危

険
を
及
ぼ
し
、
道
路
の
排
水
設
備
と
し
て
、
通
常
有
す
べ
き
安
全
性
を
欠
く

と
い
う
性
状
の
瑕
疵
な
い
し
機
能
的
瑕
疵
が
あ
る
。

二

損
害

(本
件
控
訴
に
よ
る
当
審
に
お
け
る
審
判
の
対
象
部
分
に
限
る
)

原
告
は
、
本
件
土
地
を
所
有
し
て
い
る
。

原
告
は
、
平
成
九
年
、
本
件
土
地
上
に
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
を
建
築
し
よ
う

と
し
た
が
、
建
築
予
定
部
分
の
地
下
に
原
告
の
同
意
な
く
A
D
間
埋
設
管
が

埋
設
さ
れ
て
い
た
た
め
、
そ
の
ま
ま
建
築
す
る
と
、
そ
の
加
重
に
よ
り
A
D

間
埋
設
管
が
毀
損
し
た
り
、
本
件
土
地
が
不
同
沈
下
し
た
り
す
る
危
険
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
A
D
間
埋
設
管
部
分
の
地
盤
の
補
強
の
た
め
養
生
工
事
が

必
要
な
状
態
に
あ
っ
た
。

原
告
と
し
て
は
、
A
D
間
埋
設
管
さ
え
無
断
で
埋
設
さ
れ
て
な
け
れ
ば
、

本
件
土
地
の
所
有
者
と
し
て
何
ら
上
記
養
生
工
事
を
す
る
必
要
も
な
く
、
本

件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
を
な
し
得
た
は
ず
で
あ
る
の
に
、
A
D
間
埋
設
管
の

無
断
埋
設
に
よ
っ
て
、
本
件
土
地
所
有
権
の
適
正
な
行
使
を
妨
げ
ら
れ
、
上

記
養
生
工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

亘

損
害
額

(本
件
控
訴
に
よ
る
当
審
に
お
け
る
審
判
の
対
象
部
分
に
限
る
)

略



四

催
告

略

第
二

被
告
の
認
否

E

公
の
営
造
物
の
設
置
管
理
の
瑕
疵

ー

設
置
管
理

被
告
は
、
B
会
所
、
A
マ
ン
ホ
ー
ル
、
B
C
間
側
溝
、
B
A
間
埋
設
管
、

C
A
間
埋
設
管
及
び
A
D
間
埋
設
管

(本
件
排
水
設
備
)
を
設
置
管
理
し
た

こ
と
は
な
い
。

本
件
排
水
設
備
は
、
本
件
土
地
の
従
前
の
所
有
者
等
の
第
三
者
が
設
置
し

た
も
の
と
推
認
さ
れ
る
。

す
な
わ
ち
、
県
道
が
供
用
さ
れ
る
以
前
か
ら
、
本
件
土
地

(地
目
は
、
も

と
は
田
、
そ
の
後
雑
種
地
を
経
て
、
現
在
の
宅
地
と
な
っ
た
)
周
辺
で
は
、

地
形
上
、
本
件
土
地
北
方
一
帯
の
降
雨
水
、
生
活
雑
排
水
、
上
流
の
余
水
等

を
流
す
自
然
に
形
成
さ
れ
た
水
路
が
、
概
ね
本
件
暗
渠
の
設
置
位
置
沿
い
に

南
方
に
下
り
、
本
件
土
地
北
西
角
付
近
に
達
し
、
そ
こ
か
ら
や
や
南
東
向
き

に
方
向
を
変
え
、
A
D
間
埋
設
管
設
置
位
置
付
近
を
下
っ
て
、
下
流
域
で
国

有
水
路
に
繋
が
り
、
当
該
下
流
域
の
農
地
所
有
者
の
農
業
用
水
に
供
さ
れ
、

s
川
に
流
入
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
時
の
本
件
土
地
所
有
者
は
、
民

法
二
百
十
四
条
の
承
水
義
務
や
同
法
二
百
二
十
条
の
余
水
排
泄
義
務
を
高
地

所
有
者
に
対
し
て
負
う
ほ
か
、
本
件
土
地
内
を
通
過
す
る
自
然
水
路
の
流
水

が
、
下
流
域
の
農
業
用
水
の
た
め
の
慣
行
上
の
水
利
権

(い
わ
ゆ
る
水
流
沿

岸
地
所
有
者
等
の
一
般
流
水
使
用
権
と
し
て
の
慣
行
上
の
物
権
の
性
質
を
備

え
る
権
利
)
の
対
象
と
な
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
、
上
記
水
利
権
を
侵
害
し
な

い
た
め
に
、
本
件
土
地
内
を
通
過
す
る
自
然
水
路
の
流
水
を
確
保
す
る
義
務

を
負
っ
て
い
た
。
そ
の
後
、
県
道
が
供
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
本
件
土
地

第

の
所
有
者
も
変
わ
り
、
本
件
土
地
の
地
目
や
形
状
も
変
わ
り
、
土
地
利
用
の

変
更
が
な
さ
れ
、
そ
の
過
程
で
、
本
件
土
地
所
有
者
が
上
記
承
水
義
務
な
い

^　

し
農
業
用
水
の
流
水
確
保
義
務
等
の
履
行
の
た
め
、
自
然
水
路
を
A
D
間
埋

。

設
管
に
設
置
替
え
し
た
も
の
と
推
認
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。そ
う
す
る
と
、
ル　

現
在
の
本
件
土
地
所
有
者
は
、
従
前
の
所
有
者
か
ら
A
D
間
埋
設
管
に
お
け

渚

る
上
記
承
水
義
務
や
慣
行
上
の
水
利
権
に
基
づ
く
農
業
用
水
の
流
水
確
保
義

務
等
を
承
継
し
て
い
る
も
の
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。

2

事
実
上
の
管
理

第
一ー
一ー
2
頭
書
き
部
分
、
①
~
④
、
の
は
争
う
又
は
不
知
。

①
破
壊
閉
鎖
措
置
の
対
応
方
針

第

一
-

-
!
2
①
は
認
め
る
。

原
告
が
A
D
間
埋
設
管
を
破
壊
し
た
り
閉
鎖
し
た
り
す
れ
ば
、
道
路

交
通
に
危
険
が
発
生
し
、
ひ
い
て
は
人
身
に
危
険
が
及
ぶ
よ
う
な
こ
と

も
あ
り
得
る
た
め
、
道
路
交
通
法
等
の
関
係
法
規
に
抵
触
す
る
こ
と
と

な
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と
か
ら
、
被
告
と
し
て
は
、
上
記
破
壊
や
閉
鎖

を
阻
止
す
る
方
針
で
い
る
が
、
こ
の
こ
と
は
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上

管
理
し
て
い
る
こ
と
と
は
全
く
関
係
が
な
い
場
面
に
お
け
る
対
処
方
針

を
述
べ
た
に
す
ぎ
な
い
。

@

交
渉
等

第
一ー

-
-
2
◎
の
う
ち
、
被
告
の
土
木
事
務
所
職
員
が
、
原
告
と
交

渉
し
、
A
D
間
埋
設
管
に
つ
い
て
補
償
を
申
し
入
れ
、
C
壁
か
ら
県
道
東

側
沿
い
に
側
溝
の
延
長
工
事
を
施
工
す
る
こ
と
を
検
討
し
た
こ
と
は
認
め

る
が
、
そ
の
余
は
争
う
。



3

瑕
疵

被
告
は
、
B
会
所
及
び
B
C
間
側
溝
を
設
置
管
理
し
た
こ
と
も
、
本
件
土

地
内
に
あ
る
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
を
事
実
上
管
理
し
た
こ
と

も
、
本
件
土
地
を
不
法
占
有
し
た
こ
と
も
な
い
。

原
告
は
、
県
道
東
側
の
側
溝
が
行
き
止
ま
り
に
な
り
、
原
告
所
有
の
本
件

土
地
内
の
A
マ
ン
ホ
ー
ル
や
A
D
間
埋
設
管
に
、
本
来
側
溝
に
よ
る
べ
き
排

水
機
能
を
代
替
さ
せ
て
い
る
こ
と
を
瑕
疵
と
主
張
す
る
が
、
前
記
1
末
段
の

と
お
り
の
本
件
土
地
周
辺
に
お
け
る
流
水
関
係
の
歴
史
的
経
緯
を
無
視
し
た

言
い
が
か
り
で
あ
る
。県
道
の
側
溝
は
本
来
路
面
排
水
を
集
水
す
れ
ば
よ
く
、

周
辺
地
域
の
流
水
排
水
等

一
切
の
集
水
は
予
定
し
て
い
な
い
。そ
れ
に
対
し
、

本
件
土
地
内
の
従
前
の
自
然
水
路
、
そ
の
設
置
替
え
設
備
と
し
て
の
現
在
の

A
D
間
埋
設
管
等
は
、
本
件
土
地
北
方
一
帯
の
降
雨
水
、
生
活
雑
排
水
、
上

流
の
余
水
等
を
流
す
役
割
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
県
道
の
路
面
排
水
は
僅
か

で
あ
り
、
A
D
間
埋
設
管
等
に
は
ほ
と
ん
ど
流
入
し
て
い
な
い
か
ら
、
県
道

側
溝
と
A
D
間
埋
設
管
等
と
は
法
的
に
も
機
能
的
に
も
全
く
別
の
設
備
と
い

う
べ
き
で
あ
り
、被
告
の
県
道
側
溝
の
管
理
に
瑕
疵
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。

仮
に
、
原
告
が
本
件
土
地
の
買
受
人
で
あ
る
と
し
て
も
、
前
記

一
末
段
の

と
お
り
、
従
前
の
所
有
者
か
ら
A
D
間
埋
設
管
に
お
け
る
上
記
承
水
義
務
や

慣
行
上
の
水
利
権
に
基
づ
く
農
業
用
水
の
流
水
確
保
義
務
等
を
承
継
し
て
い

る
も
の
と
鰐
す
べ
き
で
あ
り
、
そ
の
よ
う
な
負
担
付
の
本
件
土
地
を
購
入
し

た
の
で
あ
る
か
ら
、
A
D
間
埋
設
管
が
存
在
す
る
こ
と
に
よ
り
何
ら
損
害
を

受
け
て
い
る
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。

亘

損
害
額

略

四

罐
昔

略

(次
号
に
続
く
)

島

損
害

本
件
土
地
に
A
D
間
埋
設
管
が
埋
設
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
認
め
る
が
、
そ

の
余
は
争
う
。

本
件
土
地
の
所
有
者
は
、
原
告
で
は
な
く
、
そ
の
妻
で
あ
る
。
ま
た
、
本

件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
主
は
、
原
告
で
は
な
く
、
そ
の
長
男
で
あ
る
。
原
告

に
は
何
ら
損
害
は
生
じ
て
い
な
い
。
本
件
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
築
に
つ
い
て
、

A
D
間
埋
設
管
部
分
の
地
盤
の
補
強
の
た
め
養
生
工
事
の
必
要
が
あ
っ
た
と

は
認
め
ら
れ
ず
、
養
生
工
事
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
事
実
は
な
い
。



道
≧
人
び

乙

(そ
の
3
)

使
徒
パ
ウ
ロ
の
伝
道

三
木

克
彦

一
世
紀
エ
ル
サ
レ
ム
に
お
け
る
イ
エ
ス
の
受
難
と
復
活
に
よ
り
、
イ

エ
ス
を
キ
リ
ス
ト

(救
世
主
)
と
す
る
キ
リ
ス
ト
教
が
興
り
、
多
く
の

使
徒
に
よ
っ
て
布
教
が
行
わ
れ
、
迫
害
や
殉
教
が
あ
り
、
四
世
紀
に
は

ロ
ー
マ
帝
国
に
お
い
て
、
国
教
と
さ
れ
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
律
法
の
徒
か
ら
、
国
心
し
て
イ
エ
ス
の
使
徒
と
な
り
、

宣
教
旅
行
に
お
い
て
迫
害
を
受
け
つ
つ
、
キ
リ
ス
ト
の
恵
み
を
異
邦
人

に
説
き
、
ロ
ー
マ
に
お
け
る
弾
圧
に
お
い
て
殉
教
し
た
と
さ
れ
る
使
徒

パ
ウ
ロ

(ヘ
ブ
ル
語
名

…
サ
ウ
ロ
)
の
伝
道
に
つ
い
て
、
井
上
洋
治
氏

『キ
リ
ス
ト
を
運
ん
だ
男
』
(
一
九
八
七
年

講
談
社
刊
)
な
ど
を
参
考

と
し
、
『聖
書
』
の

｢使
徒
行
伝
｣
と
書
簡
に
よ
り
考
察
す
る
。

一

パ
ウ
ロ
の
出
生
と
回
心

パ
ウ
ロ
の
出
生
に
つ
い
て
は
、
自
身
が

｢ピ
リ
ピ
人
へ
の
手
紙
｣
に

お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

私
は
八
日
目
の
割
礼
を
受
け
、
イ
ス
ラ
エ
ル
民
族
に
属
し
、
ペ
ン

ヤ
ミ
ン
の
別
れ
の
者
で
す
。
き
っ
す
い
の
ヘ
ブ
ル
人
で
、
律
法
に
つ

い
て
は
パ
リ
サ
イ
人
。
熱
心
さ
は
教
会
を
迫
害
し
た
ほ
ど
で
、
律
法

に
よ
る
義
に
お
い
て
な
ら
ば
、
非
難
さ
れ
る
こ
と
の
な
い
者
で
す
。

｢律
法
｣
は
、
ユ
ダ
ヤ
教
の
信
仰
に
お
い
て
、
神
ヤ
ー
ウ
ェ
が
モ
ー

ゼ
と
い
う
人
物
を
通
じ
て
人
々
に
与
え
た
生
活
指
針
で
あ
り
、
倫
理
に

関
す
る
部
分
の
中
心
が
、
｢
モ
ー
ゼ
の
十
戒
｣
と
称
さ
れ
、
殺
、
淫
、

盗
、
偽
、
欲
の
禁
止
と
と
も
に
、
他
に
神
々
を
も
つ
こ
と
、
自
ら
の
偶

像
を
作
る
こ
と
、
御
名
を
み
だ
り
に
称
え
る
こ
と
が
禁
じ
ら
れ
、
安
息

日
を
聖
な
る
も
の
と
し
、
父
母
を
敬
う
こ
と
を
指
示
し
て
い
る
。

ユ
ダ
ヤ
人
の
男
子
は
、
ヤ
ー
ウ
ェ
の
神
と
の
契
約
の
し
る
し
と
し
て
、

生
後
八
日
目
に
陰
茎
の
包
皮
を
環
状
に
切
り
取
る

｢割
礼
｣
を
受
け
、

五
歳
と
な
る
と
会
堂
づ
き
の
学
校
で
モ
ー
ゼ
の
律
法
を
学
こ
と
が
義
務

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
パ
ウ
ロ
も
ヘ
ブ
ル
語
と
と
も
に
律
法
を
学
ん
だ
と
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猟

　　

　

　

　

篤

行

を

酒



考
え
ら
れ
る
。

パ
リ
サ
イ
派
は
、
律
法
を
命
が
け
で
守
り
、
神
ヤ
ー
ウ
ェ
の
意
志
が

イ
ス
ラ
エ
ル
の
民
の
間
に
行
わ
れ
る
こ
と
を
願
う
集
団
を
指
す
も
の

で
、
一
般
大
衆
を

｢地
の
民
｣
と
呼
び
、
厳
格
に
区
別
し
た
。

パ
リ
サ
イ
派
の
律
法
の
徒
で
あ
る
パ
ウ
ロ
の
回
心
に
つ
い
て
、
｢使

徒
行
伝
｣
は
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

道
を
急
い
で
ダ
マ
ス
コ
の
近
く
に
き
た
と
き
、
突
然
天
か
ら
光

が
さ
し
て
、
彼
を
め
ぐ
り
照
し
た
。
彼
は
地
に
倒
れ
た
が
、
そ
の

時

｢サ
ウ
ロ
、
サ
ウ
ロ
、
な
ぜ
私
を
迫
害
す
る
の
か
｣
と
呼
び
か

け
る
声
を
聞
い
た
。
彼
は

｢主
よ
、
あ
な
た
は
ど
な
た
で
す
か
｣

と
尋
ね
た
。
す
る
と
答
え
が
あ
っ
た
。
｢私
は
あ
な
た
が
迫
害
し

て
い
る
イ
エ
ス
で
あ
る
。
さ
あ
、
立

っ
て
行
き
な
さ
い
。
そ
う
す

れ
ば
、
そ
こ
で
あ
な
た
の
な
す
べ
き
こ
と
が
告
げ
ら
れ
る
で
あ
ろ

う
。
(第
九
章
第
四
節
)

サ
ウ
ロ
は
、
目
を
開
け
て
み
た
が
何
も
見
え
な
か
っ
た
。
同
行
者
た

ち
は
、
手
を
引
い
て
ダ
マ
ス
コ
ヘ
連
れ
て
行
っ
た
が
、
三
日
間
飲
食
を

し
な
か
っ
た
。

ダ
マ
ス
コ
の
イ
エ
ス
の
弟
子
ア
ナ
ニ
ア
は
、
イ
エ
ス
か
ら
、
｢立

っ

て

『真
っ
す
ぐ
』
と
い
う
名
の
路
地
を
行
き
、
ユ
ダ
の
家
で
サ
ウ
ロ
と

い
う
タ
ル
ソ
人
を
尋
ね
、
彼
の
上
に
手
を
置
い
て
再
び
見
え
る
よ
う
に

し
て
あ
げ
な
さ
い
。
彼
は
祈
っ
て
待
っ
て
い
る
｣
｢そ
の
人
は
、
異
邦

人
た
ち
、
王
た
ち
、
ま
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
予
等
に
も
、
わ
た
し
の
名
を

伝
え
る
器
と
し
て
、
私
が
選
ん
だ
者
で
あ
る
｣
と
告
げ
、
命
ぜ
ら
れ
た

ア
ナ
ニ
ア
は
、
た
め
ら
い
つ
つ
も
、
手
を
サ
ウ
ロ
の
上
に
置
き
、
｢兄

弟
パ
ウ
ロ
よ
、
あ
な
た
が
く
る
途
中
で
現
れ
た
主
イ
エ
ス
は
あ
な
た
が

再
び
見
え
る
よ
う
に
な
る
た
め
、
聖
霊
に
満
た
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
た

め
、
わ
た
し
を
こ
こ
に
お
遺
し
に
な
っ
た
の
で
す
｣
と
告
げ
た
。
す
る

と
た
ち
ど
こ
ろ
に
目
か
ら
う
ろ
こ
の
よ
う
な
も
の
が
落
ち
、
元
ど
お
り

見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。
彼
は
立
っ
て
バ
プ
テ
ス
マ
(洗
礼
)
を
受
け
、

食
事
を
と
っ
て
元
気
に
な
っ
た
。

サ
ウ
ロ
は
、
ダ
マ
ス
コ
に
い
る
弟
子
た
ち
と
と
も
に
数
日
間
を
過
ご

し
て
か
ら
、
た
だ
ち
に
、
諸
会
堂
で
イ
エ
ス
こ
そ
神
の
子
で
あ
る
と
説

き
は
じ
め
、
人
々
は
驚
い
た
が
、
イ
エ
ス
が
キ
リ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
を

論
証
し
て
、
ダ
マ
ス
コ
に
住
む
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
を
言
い
伏
せ
た
。

キ
リ
ス
ト
教
で
は
、
回
心
は
、
過
去
の
罪
悪
を
悔
い
改
め
て
正
し
い

信
仰
へ
心
を
向
け
る
こ
と
と
さ
れ
、
パ
ウ
ロ
の
回
心
は
、
神
の
啓
示

(神
が
人
の
心
を
ひ
ら
い
て
真
理
を
示
す
)
と
い
う
言
葉
で
表
現
す
る

こ
と
が
で
き
、
｢律
法
に
忠
実
、
熱
心
で
も
神
と
出
会
い
、
相
対
化
さ

れ
な
い
も
ど
か
し
さ
が
感
ぜ
ら
れ
た
お
り
、
ス
テ
バ
ノ
の
殉
教
に
お
い

ア
カ
ベ
ー

て
、
生
命
が
け
の
イ
エ
ス
の
悲
愛
の
精
神
に
ぶ
つ
か
り
、
突
如
と
し
て

キ
リ
ス
ト
の
悲
哀
が
パ
ウ
ロ
の
全
存
在
を
支
配
す
る
よ
う
に
な
っ

た
止

(井
上
洋
治
神
父
)
と
説
明
さ
れ
る
。

ニ

パ
ウ
ロ
の
布
教
の
旅

回
心
後
の
パ
ウ
ロ
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
弟
子
た
ち
の
仲
間
に
入
ろ
う

と
す
る
が
、
信
じ
ら
れ
ず
、
ベ
ル
ナ
バ
が
ダ
マ
ス
コ
で
の
回
心
の
こ
と

を
話
し
て
以
来
、
使
徒
た
ち
の
仲
間
に
入
り
、
エ
ル
サ
レ
ム
の
会
堂
に

出
入
り
し
、
主
の
名
に
お
い
て
大
胆
に
語
り
、
ギ
リ
シ
ャ
語
を
使
う
ユ

ダ
ヤ
人
た
ち
と
し
ば
し
ば
語
り
合
い
、
ま
た
感
じ
合
っ
た
。

し
か
し
、
彼
を
殺
そ
う
と
狙
っ
て
い
る
者
が
あ
り
、
兄
弟
た
ち
は
パ
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ウ
ロ
を
カ
イ
ザ
リ
ア
に
連
れ
て
行
き
、故
郷
の
タ
ル
ソ
に
送
り
出
し
た
。

教
会
は
こ
う
し
て
、
ユ
ダ
ヤ
、
ガ
ラ
リ
ア
、
サ
マ
リ
ア
の
各
地
に
お

い
て
平
安
を
保
ち
、
基
礎
が
固
ま
り
、
主
を
お
そ
れ
、
聖
霊
に
励
ま
さ

れ
て
歩
み
、
次
第
に
信
徒
の
数
を
増
し
た
。
(行
伝
第
九
章
)

ヘ
ブ
ラ
イ
ス
ト

(
ヘ
ブ
ラ
イ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
者
)
と

ヘ
レ
ニ
ス
ト

(ギ
リ
シ
ャ
語
を
話
す
ユ
ダ
ヤ
人
キ
リ
ス
ト
者
)
の
対
立

の
中
で
、
異
邦
人
へ
の
福
音
を
述
べ
る
パ
ウ
ロ
の
宣
教
が
始
ま
る
。

第

一
回
宣
教
旅
行
は
、
主
と
し
て
ア
ジ
ア
地
方
で

○
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
で
異
邦
人
た
ち
に
神
の
言
を
伝
え
る
が
、
ユ
ダ
ヤ

人
た
ち
が
、信
仰
深
い
貴
婦
人
や
町
の
有
力
者
た
ち
を
煽
動
し
て
、

パ
ウ
ロ
と
ベ
ル
ナ
バ
を
迫
害
し
、
町
か
ら
追
い
払
う
。

○
イ
コ
ニ
オ
ム
で
二
人
は
長
い
間
大
胆
に
語
っ
た
が
、町
の
人
々
は
、

使
徒
側
と
ユ
ダ
ヤ
人
側
の
二
派
に
別
れ
異
邦
人
と
ユ
ダ
ヤ
人
が
役

人
と
結
託
し
て
反
対
運
動
を
起
こ
し
た
の
で
、
ル
オ
カ
ニ
ア
、
ル

ス
テ
ラ
、
デ
ル
ベ
な
ど
の
地
に
逃
れ
、
福
音
を
残
し
た
。
ル
ス
テ

ラ
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち
が
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
や
イ
コ
ニ
ウ
ム
か

ら
押
し
か
け
て
き
た
群
衆
を
仲
間
に
パ
ウ
ロ
を
石
打
ち
に
し
、
死

ん
だ
と
思

っ
て
引
き
上
げ
る
が
、
パ
ウ
ロ
は
起
き
上
が
っ
て
、
バ

ル
ナ
バ
と
と
も
に
街
に
出
か
け
る
事
件
が
起
っ
て
い
る
。

○
さ
ら
に
ル
ス
テ
ラ
、
イ
コ
ニ
ウ
ム
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
の
町
々
に
帰

り
、
信
仰
を
持
ち
続
け
る
こ
と
を
奨
励
し
、
神
の
国
に
い
る
に
は

多
く
の
困
難
を
経
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
語
り
、
教
会
ご
と
に
長

老
を
任
命
し
、
断
食
を
し
て
祈
り
、
彼
等
を
主
に
委
ね
た
。

四
八
~
九
年
頃
、
パ
ウ
ロ
と
バ
ル
ナ
バ
は
、
エ
ル
サ
レ
ム
で
行
わ
れ

た
使
徒
の
会
議
に
赴
き
、
ヘ
ブ
ラ
イ
ス
ト
た
ち
を
中
心
と
す
る
エ
ル
サ

レ
ム
の
教
会
と
異
邦
人
キ
リ
ス
ト
者
た
ち
を
多
数
か
か
え
た
ア
ン
テ
ィ

オ
ケ
の
教
会
と
の
布
教
の
方
針
の
対
立
に
つ
い
て
の
話
し
合
い
が
行
わ

れ
、
パ
ウ
ロ
た
ち
の
割
礼
、
律
法
の
遵
守
な
し
に
異
邦
人
を
キ
リ
ス
ト

者
と
す
る
伝
道
が
認
め
ら
れ
た
が
、
偶
像
に
供
さ
れ
た
肉
な
ど
四
項
目

の
禁
止
と
異
邦
人
の
教
会
か
ら
エ
ル
サ
レ
ム
の
教
会
へ
の
寄
付
が
約
束

鵞

さ
れ
た
と
い
わ
れ
る
。

消

パ
ウ
ロ
は
、
シ
ラ
ス
、
テ
モ
テ
と
と
も
に
、
ヘ
レ
ニ
ズ
ム
文
化
圏
、

地
中
海
地
域
で
二
回
目
の
布
教
活
動
を
行
う
。

○
ピ
リ
ピ
で
は
、
小
ア
ジ
ア
出
身
の
紫
布
の
商
人
で
あ
る
ル
デ
ア
と

い
う
婦
人
と
家
族
が
パ
ウ
ロ
の
福
音
に
よ
り
洗
礼
を
受
け
る
。

○
テ
サ
ロ
ニ
ケ
、
ヴ
ェ
リ
ア
で
は
伝
道
を
行
う
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
た
ち

の
迫
害
を
受
け
、
テ
モ
テ
、
シ
ラ
ス
と
別
れ
ア
テ
ネ
へ
向
か
う
。

○
ア
テ
ネ
に
お
い
て
、
｢知
ら
ぜ
ら
る
神
｣
と
し
て
、
イ
エ
ス

･
キ

リ
ス
ト
の
福
音
を
ア
レ
オ
パ
コ
ス
の
丘
で
ギ
リ
シ
ャ
語
で
説
く

が
、
ギ
リ
シ
ャ
人
に
は
理
解
さ
れ
ず
、
失
敗
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。

○
商
業
都
市
コ
リ
ン
ト
で
は
、
ユ
ダ
ヤ
人
夫
妻
の
協
力
と
援
助
で
一

年
半
の
宣
教
は
成
功
し
、
異
邦
人
教
会
が
ユ
ダ
ヤ
教
の
会
堂
か
ら

独
立
し
て
創
立
さ
れ
、
主
の
晩
餐
、
ミ
サ
聖
祭
が
行
わ
れ
た
。

五
三
年
春
頃
、
ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
か
ら
第
三
次
伝
道
旅
行
に
出
発
し
、

二
年
間
を
エ
ペ
ソ
の
町
で
過
ご
し
、
重
要
な
書
簡
類
を
書
き
、
思
想
と

表
現
を
明
確
に
す
る
。

三
ヵ
月
の
コ
リ
ン
ト
滞
在
の
の
ち
、
エ
ル
サ
レ
ム
教
会

へ
寄
付
の
た

め
赴
く
が
、
ユ
ダ
ヤ
人
達
は
、
神
殿
内
に
異
教
徒
を
連
れ
込
ん
だ
と
し

て
迫
害
し
、
リ
ン
チ
を
加
え
よ
う
と
す
る
が
、
ロ
ー
マ
兵
に
よ
っ
て
助

け
ら
れ
、カ
イ
ザ
リ
ア
の
ロ
ー
マ
帝
国
の
総
督
の
監
視
下
に
お
か
れ
る
。
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パ
ウ
ロ
は
、
ロ
ー
マ
市
民
権
に
よ
り
皇
帝
に
上
訴
し
、
ロ
ー
マ
に
護
送

さ
れ
る
が
、
舟
は
難
破
、
漂
流
し
、
マ
ル
タ
島
を
経
て
ロ
ー
マ
に
着
き
、

歓
迎
さ
れ
た
と
さ
れ
、
｢使
徒
行
伝
｣
は
、
次
の
文
章
で
終
わ
っ
て
い
る
。

パ
ウ
ロ
は
、
満
二
年
間
自
費
で
借
り
た
家
に
住
み
、
た
ず
ね
て
く
る

人
た
ち
を
皆
迎
え
て
、
大
胆
に
、
少
し
も
妨
げ
る
こ
と
な
く
、
神
の
国

を
宣
べ
伝
え
、
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
こ
と
を
伝
え
た
。

そ
の
後
の
パ
ウ
ロ
に
つ
い
て
は
、
史
料
的
に
も
明
確
で
な
く
、
ス
ペ

イ
ン
、
小
ア
ジ
ア
に
行
っ
て
い
た
と
さ
れ
る
が
、
六
四
~
六
八
年
頃
の

ロ
ー
マ
帝
国
に
よ
る
ギ
リ
ス
ト
教
の
弾
圧
に
よ
り
、
ペ
テ
ロ
と
と
も
に

殉
教
し
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

埋
葬
さ
れ
た
と
す
る
幕
は
、
時
代
に
よ
り
移
さ
れ
た
が
、
一
人
五
四

年
設
立
の
ロ
ー
マ
市
内
の
四
大
バ
シ
リ
カ
の
一
つ
で
あ
る

｢サ
ン
･
パ

ウ
ロ

･
フ
ォ
リ

･
レ

･
ム
ー
ラ
｣
の
地
点
で
あ
る
と
さ
れ
る
。

三

パ
ウ
ロ
の
伝
道

パ
ウ
ロ
の
宣
教
旅
行
は
、
第

一
次
旅
行
に
お
い
て
は
、
セ
ル
キ
ャ
、

ア
ン
テ
ィ
オ
ケ
な
ど
の
ア
ジ
ア
地
域
に
お
け
る
古
代
の
｢王
の
道
｣
を
、

第
二
次
旅
行
に
お
い
て
は
、
ア
グ
ナ
テ
ィ
ア
街
道
な
ど
の
古
代
ロ
ー
マ

の
道
を
、
第
三
次
旅
行
に
お
い
て
は
、
主
と
し
て
海
路
を
通
っ
た
も
の

と
推
定
さ
れ
て
い
る
。

パ
ウ
ロ
の
伝
道
は
、
信
者
た
ち
に
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
を
避
け
て
、

伝
統
的
な
天
幕
職
人
の
技
術
を
活
か
し
、
貧
し
い
生
活
の
な
か
に
行
わ

れ
た
と
さ
れ
て
お
り
、
陸
路
は
、
徒
歩
で
荷
を
運
ぶ
ロ
バ
を
連
れ
て
い

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
路
上
で
追
い
か
け
ら
れ
、
石

打
ち
な
ど
の
迫
害
を
受
け
て
い
る
。

パ
ウ
ロ
は
、
回
心
以
来
、
殉
教
に
至
る
ま
で
の
生
涯
を
キ
リ
ス
ト
教

の
伝
道
に
捧
げ
た
が
、
各
地
の
布
教
は
、
イ
エ
ス
.
キ
リ
ス
ト
の
福
音
、

神
に
よ
る
救
い
の
恵
み
を
、
異
邦
人
に
述
べ
る
と
と
も
に
、
回
心
者
パ

ウ
ロ
の
使
徒
と
し
て
の
立
場
と
使
命
を
伝
え
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え

ら
れ
て
い
る
。

私
が
宣
べ
伝
え
た
福
音
は
、
人
間
に
よ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
イ
エ
ス

･
キ
リ
ス
ト
の
啓
示
に
よ
っ
て
受
け
た
の
で
す
。

人
は
律
法
の
行
い
に
よ
っ
て
義
を
認
め
ら
れ
ず
、
た
だ
キ
リ
ス

ト
イ
エ
ス
を
信
ず
る
信
仰
に
よ
っ
て
義
と
認
め
ら
れ
る
こ
と
を
知

っ
た
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
イ
エ
ス
･
キ
リ
ス
ト
を
信
じ
た
の
で

す
。
(ガ
ラ
ヤ
人
へ
の
手
紙
)

パ
ウ
ロ
は
、
そ
の
民
を
悲
惨
な
状
態
の
ま
ま
に
捨
て
お
か
ず
、
最
後

の
審
判
に
臨
ん
で
神
の
国
の
支
配
を
確
立
し
て
、
民
を
救
う

｢神
の

道
｣
、
イ
エ
ス
が
罪
を
購
い
、
悔
い
改
め
て
神
の
国
を
信
じ
、
受
け
入

れ
る
こ
と
を
奨
め
る

｢主
の
道
｣
を
宣
教
し
た
。
パ
ウ
ロ
の
道
は
、
回

心
の
折
、
イ
エ
ス
の
使
い
ア
ナ
ニ
ア
が
遣
わ
さ
れ
て
通
っ
た

｢真
直
ぐ

の
路
地
｣
を
通
し
て
伝
え
ら
れ
た
主
の
お
召
し
が
、
使
徒
と
し
て
の

｢道
｣
と
意
識
さ
れ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。

民
族
主
義
の
興
隆
し
て
い
た
ユ
ダ
ヤ
は
、
一
三
六
年
の
第
二
次
ユ
ダ

ヤ
戦
役
に
お
い
て
ロ
ー
マ
帝
国
に
敗
れ
、
大
虐
殺
が
行
わ
れ
、
国
を
追

わ
れ
る
。

キ
リ
ス
ト
教
徒
は
、
地
下
の
カ
タ
コ
ン
ベ
に
お
り
て
礼
拝
を
守
り
、

三

一
三
年
コ
ン
ス
タ
ン
テ
ィ
ヌ
ス
帝
は

｢
ミ
ラ
ノ
の
勅
令
｣
に
よ
っ
て

キ
リ
ス
ト
教
を
公
認
し
、
や
が
て
キ
リ
ス
ト
教
は
、
国
教
化
さ
れ
る
。

得 道行セ 2008,3
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0
年
四
月
、
両
県
を
結
ぶ

｢雁
坂
ト

か
り
さ
か

雁

て

ふま

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
(秩
父
往
還
)
を
行
く

山
梨
県
塞
泉
事
務
所

佐
藤

亨

れ
た
後
も
、
雁
坂
峠
を
挟
む
約
一
〇

如
の
区
間
が
、
自
動
車
通
行
不
能
状

態
に
あ
り
、
ト
ン
ネ
ル
開
通
ま
で
長

長瀞町

艫鱒

ら
く

｢開
か
ず
の
国
道
｣
と
呼
ば
れ

て
い
ま
し
た
。

二
一
世
紀
を
目
前
に
し
た
平
成

一

山梨市
甲州市

◆
は
じ
め
に

山
梨
県
と
埼
玉
県
を
結
ぶ

｢秩
父

往
還
｣
の
歴
史
は
古
く
、
古
代
か
ら

秩
父
霊
場
を
巡
る
信
仰
の
道
と
し

て
、
ま
た
武
蔵
の
国
と
甲
斐
の
国
と

を
結
ぶ
生
活
の
道
と
し
て
様
々
な
歴

史
を
刻
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
の
秩
父
往
還
に
立
ち
は
だ
か
る

雁
坂
峠

(標
高
=
二
、
0
八
二
m
)

は
、
山
梨
県
山
梨
市

(旧
東
山
梨
郡

一番
畠
村
)
と
埼
玉
県
秩
父
市

(旧
秩

父
郡
大
滝
村
)と
の
境
に
あ
る
峠
で
、

西から東か

さ
ん
ぷ
く

は
り
の
き

"

三
伏
峠

(南
ア
ル
プ
ス
)
.
針
ノ
木

ら

峠

(北
ア
ル
プ
ス
)
と
と
も
に
日
本

峠

(北
ア
ル
プ
ス
)
と
と
も
に
日
本

三
大
峠
と
呼
ば
れ
、
険
し
く
辛
い
山

越
え
の
道
で
あ
り
、
昭
和
四
〇
年
に

一
般
国
道

一
四
〇
号
と
し
て
認
定
さ

ン
ネ
ル
有
料
道
路
｣
(図
1
)
が
開

通
し
、
初
め
て
両
県
が
直
接
自
動
車

で
行
き
来
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
年
で
ち
ょ
う
ど

一
〇
年
目
を

迎
え
ま
す
。

雁
坂
ト
ン
ネ
ル
は
、

一
般
国
道
の

山
岳
部
で
は
日
本
最
長
の
ト
ン
ネ
ル

で
あ
り
、
旧
建
設
省
、
山
梨
県
、
埼

玉
県
及
び
山
梨
県
道
路
公
社
の
四
者

の
分
担
に
よ
り
工
事
が
実
施
さ
れ
、

開
通
後
は
、
山
梨
県
道
路
公
社
が
有

料
道
路
と
し
て
二
四
時
間
体
制
で
管

理
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
〇
年
間
、
死
亡
事
故
等
の

大
災
害
は
発
生
し
て
い
ま
せ
ん
。

道行セ 2 00 8 .3 4 5

◆
雁
坂
ト
ン
ネ
ル
有
料
道
路
の
概
要

有
料
道
路
区
間
は
延
長
六
、八
四

五
m

(内
ト
ン
ネ
ル
長

六
、
六
二

五
m

(図
2
)
)
で
あ
り
、
そ
の
前

後
約
二
･
九
蝿
を
、
山
梨
県
、
埼
玉

県
の
両
県
か
ら
委
託
さ
れ
、
山
梨
県

道
路
公
社
が
維
持
管
理
を
行
っ
て
い

ま
す
。

一
般
国
道
の
山
岳
ト
ン
ネ
ル

図 l 雁坂トンネル有料道路



ネントー　

　

秩
朝
　
　

雁
坂
峠　

雁
坂
鰤

で
は
日
本
最
長
と
な
る
雁
坂
ト
ン
ネ

ル
は
、
本
坑
よ
り
長
い
避
難
坑

(
L
=
六
、
六
四
五

m
)
や
換
気
坑

(L
=

-
、五
人
八
m
)
を
は
じ
め
、

多
く
の
施
設
が
完
備
さ
れ
て
お
り
、

管
理
事
務
所
内
に
あ
る
監
視
室
に
お

い
て
二
四
時
間
常
駐
体
制
で
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す

(図
3
･
4
)

ま
た
、
ト
ン
ネ
ル
の
前
後
に
は
、

秩
父
多
摩
甲
斐
国
立
公
園
内
の
景
観

国‘ □.匡認 　

　　 　
雁坂トンネル(一般国道140号 L = 6,625 mm　　

　　

寒風山トンネル(一般国道194号 L = 5,4 32 m )

--　　　

　
　

安房トンネル(一般国道158号 L = 4,370 m )

※ 雁坂トンネルは一般国道の山岳トンネルとしては
日本最長のとなります。

に
配
慮
さ
れ
た
長
大
橋
架
が
五
橋
あ

り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
の
目
を
楽
し
ま
せ

て
く
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
こ
の
区

間
は
、
標
高
が
約
て

一
〇
0
m
と

高
い
た
め
、
路
面
凍
結
防
止
対
策
と

し
て
ロ
ー
ド
ヒ
ー
テ
ィ
ン
グ
が
施
工

さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
西
関
東
連
絡
道
路

西
関
東
連
絡
道
路
は
、
埼
玉
県
と

雁坂トンネル平面図と一般国道山岳トンネルの延長ベスト3

　
図

図 4 本坑~避難連絡坑~避難坑断面図
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範
水
晶
山

石楠花瘤92m
ム湖トンネル

　
　ントr図 2 雁坂トンネル有料道路の有料道路区間

有料区間6,8Km

7Km

18 82m 邸師


